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器械の識別DISTOTMpro4 / pro4ハンディタイプのレーザー距離計

DISTOをお買い上げ頂きまして、
誠に有り難うございます。

ライカのジオシステム製品は
最高の品質と実績を保ちつづ
け、皆様に最高の生産性を提
供いたします。

ユーザーマニュアルに製品のシ
リアル番号とモデル番号を記入
し、代理店またはサービスス
テーションにご連絡する際には
この番号をお知らせください。

この取扱説明書で
は、器械の操作方法

と重要な安全管理について(｢安全管
理｣の章参照)説明しています。器械
の電源を入れる前に、必ずこの取
扱説明書をよくお読みください。
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機種:

シリアルナンバー:

DISTO

このユーザーマニュアルで使用さ
れている記号はそれぞれ次のよう
な事項を示しています。

危険:
この記号は潜在的に危険な状

況または意図されていない使用を招
く事項を示し、回避されない場合、
すぐにも人身事故�(死亡または重傷)が
起こる事項を示します。

警告:
この記号は潜在的に危険な状

況または意図されていない使用を招
く事項を示し、回避されない場合、
重大な人身事故(死亡または重傷)が起
こる可能性が高いことを示します。

注意:
この記号は潜在的に危険な状

況または意図されていない使用を招
く事項を示し、回避されない場合、
中程度の人身障害またはかなりの物
質的、経済的損失、あるいは環境上
の損害を生じる可能性が高いことを
示します。

器械を、技術的に正しく、
かつ有効に使用するため
に、操作に際して遵守され
るべき重要事項を示しま
す。

使用されている記号について
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はじめに

DISTOシリーズの新しい最高機
種DISTOTM pro4 および DISTOTM

pro4 aは皆様の測定作業をいっそ
う快適にします。

これらの機種は幅や距離の測定
をすばやく行い、さらに部分的
な距離や面積、容積などの計算
を行うことができます。

同梱の3種類のエンドカバーは
測定作業に応じて付けかえるこ
とができます(コーナーからの
測定、本体後端からの測定、三
脚使用など)。

操作モード

通常モード

DISTOがオンになっています
が、レーザーはオフになってい
る状態です。
入力、計算の実行、メニューの
呼び出しではこのモードになり
ます。

照射モード

DISTOのスイッチはオンで、
レーザーも起動しています。
測定する対象への照射を行う際
にはこのモードになります｡

測定モード

DISTOのスイッチはオンで、単
一の測定または連続測定(例え
ば最小値/ 最大値トラッキン
グ、墨出しなど)を行います。

このユーザーマニュアルは
DISTOTM pro4 およびDISTOTM pro4 a
に適用されます｡

本書におけるDISTOとは上記の
2機種を指します

･丈夫な構造；建築現場での使
用に適します。
･見やすいディスプレイ
･アルファベット・数字入力
キーパッド
･さまざまな計算機能を内臓
･ユーザーフレンドリーなメ
ニューとショートカット
･測定値を800件保存できるメ
モリ
･言語と測定単位の選択が可能
･PCへのデータ転送ができるイ
ンターフェース
･DISTOTM pro4 aはDISTOシリー
ズの中でもっとも精度の高い
機種です。

特色 適用範囲
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器械の説明 標準装備

1 携帯用ケース、後部にはベ
ルトへの取付けループがあ
ります。

2 携帯用ベルト
3 DISTOTM pro4/DISTO TM

pro4a
4 多機能(回転ベース付)エン
ドカバー

5 測定基準バー
6 ア ダ プ タ ー 用 エ ン ド
カバー

7 インターフェース･ソフト
ウェアおよびオンライン文
書を含むCD-ROM

8 ユーザーマニュアル
9 クイックガイド
10 バッテリー(単4 1.5V 4本)

ユーザー情報の章で補足アクセ
サリーの説明があります
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本体

1 英数字キーパッド
2 LEDディスプレイ
3 測定光学機器
4 レーザー照射口
5 三脚取付用ねじ
6 エンドカバー取り外し
ボタン

7 バッテリー収納部カバー
8 エンドカバー自動識別
センサー

9 アクセサリー取付用磁石板
10 イ ン タ ー フ ェ ー ス ･
スロット･カバー
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ディスプレイ

記号の説明

1 オフセットの加算/減算
2 ディスプレイ照明
3 タイマー
4 ブザーのオン/オフ
5 バッテリー残量
6 レザー「オン」表示
7 測定基準位置(先端・三脚位置・後端)
8 エンドカバー無し(検出せず)
9 エンドカバー無し(メニュー設定)
10 多機能(回転型ベース)エンドキャップ
11 測定基準バー付エンドカバー
12 アダプター用エンドカバー(アタッチメント
無し)

13 アダプター用エンドカバー(三脚取付)
14 アダプター用エンドカバー(自由設定)
15 アダプター用エンドカバーに短いブラケッ
ト(723775)を取り付け

16 アダプター用エンドカバーに長いブラケッ
ト(723776)を取り付け

17 サービスセンターへ連絡してください。
18 エラーメッセージ
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キーパッド

1 メニューキー
2 オンキー(電源オン / 測定)
3 x キー(x / タイマー)
4 クリアキー
5 英数字キーパッド 0-9

 キー 割り当てられている文字

1 . + - , ? ! & 1

2 A B C 2 ƒ ¿ ¡ ¬ √ ≈ ∆ «

a b c 2 ‰ ‡ · ‚ „ Â Ê Á

3 D E F 3 … » E À

d e f 3 È Ë Í Î

4 G H I 4 Ã Õ Œ œ

g h i 4 Ï Ì Ó Ô

5 J K L 5

j k l 5

6 M N O 6 ÷ — “ ” ‘ ’ ÿ

m n o 6 ˆ Ò Ú Û Ù ı ¯

7 P Q R S 7

p q r s 7

8 T U V 8 ‹ Ÿ ⁄

t u v 8 ¸ ˘ ˙ ˚

9 W X Y Z 9

w x y z 9

この表ではキーパッドで入力/
表示可能な文字列を示していま
す。

有効スペースが限られて
いるため、記号はもっと

も一般的に使用される文字に制
限されています。

文字一覧

P
D
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概要

1

2

3

4

5

6

7

8

6 プラスキー、( + / 進む -
ナビゲーション)

7 マイナスキー、( - / 戻る-
ナビゲーション)

8 エンターキー（=/決定）
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キーパッド、続き

x キー(x / タイマー)

2つ以上の測定値または数値の
乗算を行います(｢簡単な計算｣
の章を参照してください)。

照射モードでこのキーを短く押
すと、タイマー機能が起動しま
す。キーを放すとタイマーが始
動します。

テキスト入力では大文字と小文
字を切り替えます。

クリアキー

このキーを短く押すと、最後に
入力した内容または計算された
ばかりの値を削除します(入力
の削除)。

メニュー機能で計算また
はメニュー設定の選択を
行っているあいだでは、
エンターキーを押さない
と最後に表示された値ま
たは入力された値が削除
されてしまいます｡

クリアキーを1回または複数回
短く押すと、前のメニューに戻
ります。

クリアキーを長く押すと
メニューが終了し、通常
モードの基本設定画面に
戻ります。

英数字キーパッド 0-9

0キーはスペースです。1-9キー
はそれぞれの文字の入力に使用
されます(文字列一覧表を参照
してください)。

選択する機能によって使用でき
る文字列が異なります。

数値の入力

キーに割り当てられている文字
列がブロックされます。

キー1を短く押すと:

-最初の文字としてマイナス記
号が入力されます。

- 1つでも数値が入力されている
場合は小数点が入力されま
す。

メニューキー

メインメニューを呼び出します｡

キーパッドで数値を入力した
後、(複数回)このキーを押すこ
とにより単位を選択することが
できます (m, m2, m3など)。

オンキー(電源オン/測定)

電源をオンにし、通常モードで
測定キーを押すとレーザーの連
続操作が可能になります
(1.4.2)。

電源をオンにし、照射モードで
測定キーを押すと連続測定(ト
ラッキング、1.5.1)が始動しま
す。また特定のメニュー機能を
使用することで最大(4.1)または
最小(4.2)トラッキングを行うこ
とができます。

キーの中央部に突起があ
るため、暗い場所などで
の操作時でもキーの押し
間違いを避けることがで
きます｡

0キーを長く押すと、メモリに
おける入力値の割り当てが呼び
出されます:

･ブザーが鳴るまで0を押します
(約1秒間)。キーを放すと、
キーパッドメモリ1の内容が表
示されます

･ブザーが2回鳴るまで0を押し
ます(約2秒間)。キーを放す
と、保存されている最初のメ
モリ内容が表示されます。

詳細情報はメニュー機能
の｢メモリ｣の章に記述さ

れています。

データメモリでのテキストまた
はデータの入力

キーを繰り返し短く押すこと
で、それぞれの階層に割り当て
られている各文字列が表示され
ます。

例えば: 1 x key 2 = A / a
2 x key 2 = B / bなど

このキーを短く押すと大
文字/小文字が切り替わ
ります。
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しばらくポーズを置くか、別の
キーを押すと、カーソルが次の
表示へ移動します。

0-9のうちの1つのキーを
長く押すと、画面に押し
たキーの数字が現れま
す。

結果(=)/エンターキー

短く押すと:
-計算を終了し、計算結果を表
示します。

-メニュー機能を終了し、結果
を表示します。

-入力または設定を確定しま
す。

-メニュー機能で単一測定を確
定します。

-メニューから選択したサブメ
ニューへ移動します。

キーを押しつづけると、
データメモリに値を保存し
ます。メニュー機能はすべ
ての結果をデータメモリに
連続して保存します｡

プラス/ナビゲーション
キー(上矢印)

マイナス/ナビゲーショ
ンキー(下矢印)

通常モードで各キーを押すと:
- 計算においてプラスまたはマ
イナスが入力されます。

- メニューにおいてある入力値
の上下にカーソルが移動しま
す。

照射モードで各キーを短く押す
と、測定基準位置が切り替わり
ます。

同時に両方のキーを押す
と、通常モードおよび照
射モードではDISTOがオ
フになります。

またスイッチオフにする別
の方法として、これらの
キーのどちらかを押しつづ
けてからもう１つのキーを
押すこともできます｡

キーパッド、続き 器械の準備

初めてDISTOを使用する際に
は、新しいバッテリーを挿入し
てください(バッテリーの種類
についてはテクニカルデータを
お読みください)。

バッテリー残量がなくな
り、バッテリー交換が必
要になるとすぐにこの記
号が表示されます。

バッテリーを交換する
際、設定と保存された測
定値はデータメモリ内に
そのまま保持されます｡

電池(単四形x4本)の挿
入/交換

1.エンドカバーの取り外しボタ
ンを押し、エンドカバーを本
体から取り外します。

2.指先で両側の固定つまみを押
し、バッテリー収納部のカ
バーを引き出します。

P
D

-Z
07

3. 古いバッテリーを取り出しま
す。プラス/マイナスを確認
して新しいバッテリーを挿入
します。

P
D
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0 6
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さらにインターフェース経由で
補足の言語を導入すると、
4つ目の言語として示されてい
る言語が自動的に選択した言語
に置き換えられます。

同梱のCD-ROMに含まれている
DISTOオンライン･ソフトウェ
アについてのインストラクショ
ンをお読みください。

照射モードの起動

短く押します。

DISTOは通常モードから照射
モードに切り替わり、レーザー
が点灯します。

レーザーがオンになって
いると基本設定画面にこ
の記号が現れます｡

30秒間測定が行われないと、
レーザーは自動的にオフにな
り、電源が節約されます。
その後、DISTOは通常モードに
戻ります。

キーをもう一度押すと
レーザーが起動し、照射
モードに切り替わります｡

English

1 Deutsch
2 English
3 Français

重要事項:

･ バッテリーの正しいプラス/マ
イナスの位置は、バッテリー
収納部の側面に表示されてい
ます。
･電池は古いものと新しいものを
一緒に使用しないでください。
･異なるメーカーまたは異なる
種類のバッテリーを絶対に一
緒に使用しないでください。

4.バッテリー収納部のカバーを
戻します。

5.エンドカバーをスロットにさ
しこみ、固定されるまで押し
入れます。

P
D

-Z
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DISTO 電源オン

キーを短く押します。

DISTOがオンになり、通常モー
ドになります。
ディスプレイは基本設定画面に
なり、最後の測定値が表示され
ます。

使用する言語をこれらの
キーを使って選択しま
す。

反転バーが選択を示します。

短く押すと選択が確定さ
れます。

｢ご利用ありがとうございます｣
というメッセージが表示され、
基本設定画面が表示されます。

言語の選択はメニューの
"Language"(言語)(3.2)でいつで
も変更ができます。

DISTOインターフェース経由で
表示されている3言語以外に4つ
目の言語を導入することも可能
です。(日本語は使用できませ
ん）

初めてDISTOの電源をオンにす
る

手順を始める前に、まず言語の
選択メニューが表示されます。

3.504m

電池(単四形x4本)の挿入/交換、続き

P
D

-Z
1 0
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DISTO 電源オフ

バッテリーを節約する目的で、
連続モードではなく、また90秒
間キーがまったく押されない場
合に、DISTOは自動的にオフに
なります。

また手動でDISTOをオフにする
方法もいくつかあります。

1. 通常モードの場合

両方のキーを同時に押す
か、どちらか1つのキー
を 押 し て か ら も う
1つのキーを押します。

またはメニューの｢電源の
オフ｣を選びます(3.6)｡

短く押します。

ショートカットを入力し
ます。

2.照射モード、メニューなどの
場合

通常モードの基本設定画
面が表示されるまでキー
を押しつづけます｡

両方のキーを同時に押す
か、どちらか1つのキー
を 押 し て か ら も う
1つのキーを押します｡

測定 メニューの使用

メインメニューからサブメ
ニューを呼び出し、様々な機能
を選ぶことができます(ショー
トカットのインデックスを参照
してください)。

メニュー画面による設定・機能
の選択

通常モードで短く押すと
メインメニューが表示さ
れます。

メインメニューの上の行では選
択されたメニュー項目が数字に
よるショートカットとともに表
示されます。

反転バーにより選択されている
メニュー項目が示されます。す
べてのメニューが一度に表示で
きない場合には右側に垂直スク
ロールバーが表示され、使用可
能な項目がさらに示されます。

menu

1 measure settings
2 end cover
3 basic settings
4 basic functions
5 calculation
6 memory

マイナスキーを繰り返し
押していくと下へスク
ロールされ、反転バーが
各メニュー項目を下方向
へ移動します。

必要に応じてプラスキー
を繰り返し押すと上へス
クロールされ、反転バー
は各メニュー項目を上方
向へ移動します。

キーを短く押すと選択を
確定します。

サブメニューが現れ、またブ
ザーが鳴り、確認画面が短く表
示されます。

menu

2 end cover
3 basic settings
4 basic functions
5 calculation
6 memory
7 calculator

DISTO 電源オン

短く押します。

DISTOは通常モードになりま
す｡

距離測定

もう一度、短く押すと照
射モードが起動します｡

測定対象を視準します。

もう一度押すと距離測定
を開始します。

選択されている単位で測定結果
が表示されます。
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メニュー機能のリセット

｢リセット｣のコマンド(3.4)は設
定とメニュー機能をあらかじめ
指定されている基本設定にリ
セットします。基本設定はメ
ニュー機能の説明で一覧が示さ
れています。

メニューの終了

押しつづけるとメニュー
が終了し、通常モードの
基本設定画面が表示され
ます。

ショートカット

各サブメニューの機能にはいわ
ゆるショートカットと呼ばれる
数字によるコードがあります。

ショートカットの数字を入力す
ることにより、サブメニューま
たはメニュー機能を直接選択す
ることができます。

ショートカットの数字
は、メニュー/ニュー機
能に関する記述において
括弧内に示されています
(例えば1.4.2)。ショート
カットの数字については
ショートカットのイン
デックスおよびクイック
ガイドで概要が記載され
ています。

done

メニューの使用、続き

短く押します。

ショートカットの数字
(例:レーザー連続操作の
ショートカット、1-4-2)
を押します。

指定されたメニュー機能になる
まで段階的にサブメニューが表
示されます。

ショートカットの数字を入力し
終わると、メニュー機能が実行
され、確認画面が短く表示され
ます

頻繁に使用するメニュー
機能については、ショー
トカットを利用すること
で時間を節約できます。

メニュー選択の修正

短く押すと1 つ前のメ
ニューが表示されます。

エンドカバーの使用

DISTOは多機能(回転ベース型)エン
ドカバーがすでに取り付けられて
いる状態で納品されます。さらに
オプションで2種類のエンドカバー
とその他アクセサリーが用意され
ています。これらを本体に取り付
けることにより様々な測定環境に
対応できるようになっています｡

エンドカバーの自動識別

器械の後部にある磁気センサーに
より、多機能(回転ベース型)か、
測定基準バー付のどちらのエンド
カバーが取り付けられているか識
別されます。基本設定画面におけ
る記号では検出されたエンドカ
バーの記号も示され、取り付けら
れているエンドカバーに従って測
定基準位置が指定されます｡

エンドカバーの自動識別
は

- アダプター用エンドカバーでは
機能しません。
- 予め測定基準位置が指定されて
いる場合には変更されません｡

エンドカバーの自動識別機能は
メニュー機能の｢識別オフ｣(2.3.2)
でオフにすることができます。
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この場合、エンドカバーはサブ
メニューの｢エンドカバー｣(2)
で手動により選択しなければな
りません。

注意:
磁気の強い環境において

はエンドカバーの識別に影響が
あり、測定にエラーが生じる恐
れがあります。
予防措置:
磁気の強い環境(例えば磁石、
変電設備などがある場合など)
においてはエンドカバーの自動
識別機能をオフにして測定を行
い、測定の経過を注意深く監視
する必要があります｡

エンドカバーの変更

エンドカバーを変更する手順は
すべてのタイプで同じです。

1. 取り外しボタンを押して、エ
ンドカバーを取り外します。

エンドカバーの使用、続き

P
D

-Z
0

6

測定基準バー付エンドカ
バーを使用する場合、取
り外しボタンはエンドカ
バーのくぼみから押しま
す。

P
D
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3

メニュー機能｢エンドカバーな
し｣(2.1)が選択されていない状
態で、測定がエンドカバーなし
で実行されようとした場合、以
下のメッセージが表示されま
す。

2. エンドカバーを選び、ケースの
スロットに取り付け、しっかり
固定するまで押しこみます｡

P
D
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Please choose
the end cover
(エンドカバーを選
択してください)

DISTO

3. 確認画面が短く表示された
後、基本モードに戻ります。
これでDISTOは測定の準備が
できました。

注意:
エンドカバーを変更した

後、測定にエラーが生じる場合
があります。
予防措置:
エンドカバーを変更した際は毎
回、コントロール測定を行って
ください。

エンドカバーを使わずに測定を
行う場合には、エンドカバーを
取り外した後でメニュー機能
｢エンドカバーなし｣(2.1)を入力
してください。

エンドカバーなしで
DISTOを使用することは
避けてください。バッテ
リーカバーが露出するた
め破損の恐れがあります｡

平らな表面から垂直方向への
測定

安定した状態で測定を行うため
に、エンドカバーの回転部分を
90°回してください。



78 DISTO™ pro4 / pro4 a-1.0.0ja日本語

ja

エンドカバーの使用、続き

または測定基準バーを折りたた
んだ状態でエンドカバーを使用
します。

コーナーからの測定

コーナーから正確に測定を行う
には、多機能(回転ベース型)エ
ンドカバーを取り付ける必要が
あります。回転ベースはもとの
位置(エンドカバーの端に合っ
ている状態)に保ちます。

P
D
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端部からの測定

通常、測定基準バー付エンドカ
バーを使用します。

補助ストッパーとして、イン
ターフェース・プラグのクロー
ジングキャップを開いて使用し
ます。

P
D
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4

補助ストッパーを使用する場
合、測定基準位置は三脚用ネジ
位置に設定します

アラインメント補助を使用した
測定

DISTOは｢墨出し作業｣に最適で
す。
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三脚を使った測定

三脚を使用すると、長い距離を
測定する場合のぶれをなくしま
す。

通常はDISTOの本体底面部の三
脚接続部を使用します｡

三脚のネジは5.5 mmより
長いものは使用しないで
ください。DISTOのケー
スを破損する恐れがあり
ます。

P
D
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2

P
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エンドカバーの使用、続き

アクセサリーを使用した測定

アダプター用エンドカバーには
取付用のネジが２つあります
(ユーザー特定のエンドカバー
など)。

P
D
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1

オプションの測定補助器具
• 短いブラケット(723775)
• 長いブラケット(72776)

ユーザー情報の｢アクセサリー｣
を参照してください。
DISTOにはオプション器具を使
用する場合の測定基準位置を設
定する特別なメニュー機能
(2.2.2および2.2.3)があります。

P
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M4 (2x)

46 mm

A 1/4

高い場所や届きにくい場
所でDISTOを使用する場
合、延長できる望遠鏡
ロッドを使用し、測定す
ることができます。

連続した測定値は計算機能や入
力値に関連づけることができま
す。

測定値の補正

短く押すと1つ前の入力
値、中間結果の値または
間違って測定された値を
削除/繰り返します｡

補正を行うことができる
のは、エンターキーが押
されていない場合のみで
す。

長さ

全高、全距離

測定値 + 測定値 = 和

測定値

プラス

測定値

= 和

簡単な計算

同様に測定値の累計(=あ
らゆる測定値)と面積/容
積の合計を加算できます｡

部分高、部分距離

測定値 - 測定値 = 差

測定値

マイナス

測定値

= 差

測定値の2倍

部屋の壁面の長さを計算する場
合など、測定値の2倍計算が簡
単に行えます。

測定値

プラス

測定値

= 和 (= 壁の長さの1/2)
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容積

繰り返し、測定値の2倍
計算を行います(= 周長)

面積

測定値 x 測定値 = 面積

測定値 (例 D 3.500m)

積算

測定値 (例 W 8.375m)

= 面積 (例 29.313m2)
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PD-Z37

測定値 x 測定値 x 測定値
= 容積

測定値 (例 D 3.500m)

積算

測定値 (例 W 8.375m)

積算

測定値 (例 H 2.285m)

= 容積 (例 66.980m3)
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面積計算に続いて容積の
計算を行うことができま
す。

メニュー機能

メニュー機能はDISTOのディス
プレイ上で、各ショートカット
の数字の昇順で順番に表示され
ます。

ショートカットの数字はメ
ニュー機能の後に括弧内で示さ
れます。

メニューの使い方は「器械の使
い方」の章の｢メニューの使用｣
の項で説明されています。

ショートカットの数字を
使うとメニュー機能の検
索が簡単になります。

測定条件の設定 (1)

測定の基準位置 (1.1)

測定をどの位置から行うかを示す
測定基準位置を設定します｡
測定基準位置を設定すると、こ
れを再び変更するまで、すべて
の測定に対して適用されます。

基本設定: 後方 (1.1.3)

menu

1 measure settings
2 end cover
3 basic settings
4 basic functions
5 calculation
6 memory

measure setting 1

1 reference
2 offset
3 timer
4 laser
5 tracking

reference 1.1

1 front
2 stand
3 rear

長さ、続き
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基本モードで測定基準位置を示
す記号は基準線と矢印で示され
ます。

照射モードでは、測定基
準位置(+/-)ナビゲーショ
ンキーで変更することが
できます。次の測定では
変更された基準位置が使
用され、以降はあらかじ
め設定されている基準位
置が有効となります。

前方 (1.1.1)
器械の前方からの測定

スタンド (1.1.2)
三脚取付用ネジ位置から
の測定

この設定はインターフェースの
クロージングキャップが補助ス
トッパーとして使われる場合に
も使用されます。

後方(1.1.3)
エンドカバーの後端から
の測定

DISTOでは基準位置は取り付け
られているエンドカバーに自動
調整されます。さらに詳細につ
いては｢エンドカバーの使用｣の
章およびメニュー機能｢エンドカ
バーの識別オン｣(2.3.1)を参照して
ください｡
測定基準位置を選択、入力した
後、短い確認画面が表示され、
メニューが終了します｡
DISTOは通常モードに切り替わり、
基本設定画面が表示されます｡

オフセットの設定(1.2)

測定値への数値の加算、または
減算を設定します。

offset 1.2

1 addition
2 subtraction
3 none

測定条件の設定、続き

P
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デフォルト設定: オフ(1.2.3)

注意:
各入力または加算/減算で

の変更が行われた後、テスト測定
を行ってください。

使用した加算/減算機能はキー
パッドのメモリにまめに保存す
るようにし、必要に応じて呼び
出すようにしてください｡

加算 (1.2.1)
このメニュー機能を呼び出した
後、以下の事項が表示されます｡

加算する数値を入力する
かメモリーから呼出して
ください。

短く押すと加算の単位が
表示されます。

メニューキーを押さなく
てもメートルは自動的に
設定されます。

短く押すと入力された加
算が確定します。

もう一度短く押すとメ
ニュー機能が終了しま
す｡

短い確認画面が表示されます｡

DISTOは通常モードに切
り替わり、基本設定画面
の最上部の行に加算記号
が表示されます。

0.000m

addition 1.2.1

+
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メニューキーを押さなく
てもメートルは自動的に
設定されます。

短く押すと入力された減
算が確定します。

もう一度短く押すとメ
ニュー機能が終了しま
す。

短い確認事項が表示され、
DISTOは通常モードに切り替わ
ります。

基本設定画面のいちばん
上の行に減算を示す記号
が表示されます。

減算は
- その後のすべての測定で有効
になります。

- 次にメニュー機能を呼び出した
際には自動的に提案されます｡

オフセットの解除 (1.2.3)
既存の加算または減算を削除し
ます。
エンターキーを短く押すと確認
画面が表示され、メニューが終
了します。

測定条件の設定、続き

DISTOは通常モードに切り替わ
り、基本設定画面が表示されま
す。

タイマー (1.3)

タイマーは、測定を開始するオ
ンキーが押されてから5-60秒間
を対象にタイマーを設定しま
す。

デフォルト設定: オフ(1.3.3)

タイマーはキーパッドから離れ
て測定を行う必要がある場合に
適しています。

タイマー機能を使用して
いる場合には基本設定画
面の最上部の行にこの記
号が表示されます。

timer 1.3

1 once
2 permanent
3 none

10 sec

once 1.3.1

設定された遅延時間は次の測定
1回のみを対象としており、以
下の方法で変更することができ
ます。

ナビゲーションキーを使
用します。キーを1回押
すごとに遅延時間が１秒
ごとに増加または減少し
ます。

キーパッドでの入力を使
用します。

このキーが押されている
間、遅延時間は最大の60
秒に達するまで増加しま
す。

加算は
- その後のすべての測定で有効
になります。

- 次にメニュー機能を呼び出した
際には自動的に提案されます｡

減算 (1.2.2)
このメニュー機能を呼び出すと
以下が表示されます。

減算する数値を入力する
かメモリから呼び出しま
す。

減算ではマイナス記号を
入力しないでください｡

短く押すと減算の単位が
表示されます。

subtraction 1.2.2

0.000m

-

1 測定(1.3.1)
メニュー機能を呼び出した後、
以下が表示されます。
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エンターキーを短く押した後
に、確認事項が表示され、メ
ニューが終了します。

DISTOは通常モードに切り替わ
り、基本設定画面にはタイマー
の記号が表示されます。

照射モードでもタイマーを設定
できます。

指定したい遅延時間に達
するまでキーを押しつづ
けます。

画面最上部の行にタイマーの記
号が表示され、その下に遅延時
間が示されます。

キーを放すと、測定までの残り
時間が表示されます(例えば、
59、58、57…など) 最後の5秒
間はブザーでカウントが行われ
ます。最後のブザーが鳴ると測
定が行われ、測定値が表示され
ます。

測定条件の設定、続き

連続 (1.3.2)
このメニュー機能を呼び出すと
以下が表示されます。

設定された遅延時間は次の測定
以降すべての測定を対象としま
す。これは以下の手順で変更で
きます。

ナビゲーションキーを使
います。キーを1回押す
ごとに遅延時間が1秒ご
とに増加または減少しま
す。

キーパッドでの入力を使
用します。

このキーが押されている
間、遅延時間は最大の60
秒に達するまで増加しま
す。

エンターキーを短く押した後
に、確認画面が表示され、メ
ニューが終了します。

ここではレーザーの操作モード
を設定します。

通常モード: 30秒後にレーザー
は自動的にオフになります。

連続モード:  DISTOがオンに
なっている限り、照射モードで
はレーザーはオンのままになり
ます。

DISTOは通常モードに切り替わ
り、基本設定画面にはタイマー
の記号が表示されます。

オフ (1.3.3)
エンターキーを押すと連続タイ
マーがクリアになりメニュー機
能が終了します。

レーザー (1.4)

デフォルト設定:  通常モード
(1.4.1)

通常モード(1.4.1)
エンターキーを押すと、メ
ニュー機能が終了し、基本設定
画面が表示されます。

レーザーがオンの場合に
はこの記号が基本設定画
面で表示されています。

連続モード1.4.2)
エンターキーを押すと、メ
ニュー機能が終了し、基本設定
画面が表示され、連続モードが
始動します。

オンキーを押すとすぐに測定が
開始します。

基本設定では常にこの記
号が表示されます。

レーザーの連続モードで
はバッテリーが早くなく
なりますので、必要な場
合のみ起動してくださ
い。

10 sec

permanent 1.3.2

laser 1.4

1 normal mode
2 permanent
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測定条件の設定、続き

トラッキング (1.5)

DISTOでのトラッキング(連続)測
定はサブメニューで選択できま
す｡

この機能は移動する対象の測定
や固定の対象に対する墨出しな
どに使用します。

デフォルト設定: オフ (1.5.2)

オン (1.5.1)
エンターキーを押すと短い確認
画面が表示され、メニュー機能
が終了します。

DISTOは通常モードに切り替わ
り、基本設定画面が表示されま
す。最上部の行には｢トラッキ
ング｣が現れます。

オンキーを2回押すとトラッキ
ングが始動します。
最下部の行には測定値が逐次、
表示されます。

オンキーを短く押すと、トラッ
キングが終了します。これで
もっとも新しい測定値が保存で
きるようになり、計算に使用す
ることもできるようになりま
す。

トラッキングを頻繁に
行ったり、長い間トラッ
キングを行い続けたりす
るとバッテリーが早く消
耗されます。

オフ (1.5.2)
エンターキーを押すと短い確認
画面が表示され、メニュー機能
が終了します。

DISTOは通常モードに切り替わ
り、基本設定画面が表示されま
す。

データ転送 (1.6)

このサブメニューでは、DISTO
からデータ･インターフェース
経由でPCまたはラップトップ
へデータを即時に転送すること
ができます。

エンドカバー (2)

,1x

エンドカバーなし (2.1)

このメニュー機能はエンドカ
バーなしでDISTOを使用できる
ようにします。

エンターキーを押すと短い確認
画面が表示され、メニュー機能
が終了します。

デフォルト設定: オフ (1.6.3)

オン (1.6.1)
すべての測定値および計算値が
転送されます。データ･イン
ターフェースは連続してデータ
を転送します。

結果のみ (1.6.2)
測定値または計算結果(例えば
最大または最小トラッキング)
のみを転送します。

オフ (1.6.3)
データ･インターフェースがオ
フになります。

これらのメニュー機能は
同梱のCD-ROMのオンラ
イン文書内で記述があり
ます。

tracking 1.5

1 on
2 off

send 1.6

1 on
2 only results
3 off

menu

1 measure settings
2 end cover
3 basic settings
4 basic functions
5 calculation
6 memory

end cover 2

1 without endcover
2 adapter end cover
3 recognition
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エンドカバー、続き

DISTOは通常モードに切
り替わり、基本設定画面
が表示されます。
エンドカバーを使用しな
い場合の記号が表示され
ます。

エンドカバーなしで
DISTOを使用することは
避けてください。バッテ
リ-カバーが露出するこ
とになり、破損する恐れ
があります｡

アダプター用エンドカバー (2.2)

ここではアダプター用エンドカ
バーの使用方法に応じた設定を
行います。
ここでの設定はDISTOの後方測
定基準位置を指定します。

デフォルト設定: オフ、つまりリ
セットの後ですべての設定が保
持されることを意味します｡

アドオンなし(2.2.1)
アダプター用エンドカバーが他
の追加アクセサリーなしで使用
される場合にこのメニュー機能
を選択します。

エンターキーを押すと短い確認
画面が表示され、メニュー機能
が終了します。

DISTOは通常モードに切
り替わり、基本設定でア
ダプター用エンドカバー
の記号が表示されます。

アクセサリー 723775 (2.2.2)
このメニュー機能は追加アクセ
サリーの短いブラケットととも
にアダプター用エンドカバーを
使用する場合の後方基準位置を
設定します(アクセサリーの使
用説明を参照してください)。

エンターキーを押した後に、短
い確認画面が表示され、メ
ニュー機能が終了します。

DISTOは通常モードに切
り替わり、基本設定画面
が表示されます。設定さ
れたアダプターの記号が
現れます。

アクセサリー 723776 (2.2.3)
このメニュー機能は追加アクセ
サリーの長いブラケットととも
にアダプター用エンドカバーを
使用する場合の後方基準位置を
設定します(ユーザー情報のアク
セサリーの使用説明を参照して
ください)。

エンターキーを押すと短い確認
画面が表示され、メニュー機能
が終了します。

DISTOは通常モードに切
り替わり、基本設定画面
が表示されます。設定さ
れたアダプターの記号が
現れます。

ピボットギャップの設定(2.2.4)
アダプター用エンドカバーとと
もに三脚を使用する場合にこの
メニュー機能でピボットギャッ
プの設定を行います。

後方基準位置を調整するために、
アダプター用エンドカバーの後ろ
側からスタンドの回転軸までの距
離を入力しなければなりません。

DISTOではスタンドSLIK
U9000の使用が推奨され
ており、この場合距離は
0.054mになります。

アダプター用エンドカバーと三
脚の回転軸との間のピボット
ギャップとして最後に保存され
た入力値が表示されます。

キーパッドを使って新しいピ
ボットギャップを入力するか、
キーパッドメモリまたは記録メ
モリから値を呼び出します。

短く押して入力を確定し
ます。

もう一度押すとメニュー
を終了します。

短い確認画面が表示され、
DISTOは通常モードに切り替わ
ります。

adapter end cover 2.2

1 without add-on
2 accessory 723775
3 accessory 723776
4 pivot gap
5 individual extension

0.000m

pivot gap 2.2.4

メニュー機能を呼び出した後、
以下が表示されます。
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もっとも新しく入力されたアダ
プター用エンドカバーから個別
の拡張部分までの距離が表示さ
れます。

キーパッドを使って新しい距離
を入力するか、キーパッドメモ
リまたは記録メモリから値を呼
び出します。

短く押して入力を確定し
ます。

もう一度押してメニュー
機能を終了します。

DISTOは通常モードに切り替わ
り、基本設定画面が表示されま
す。個別の拡張部分を示す記号
が現れます。

入力された距離は基準位
置が後方に設定されてい
る場合のみ有効です｡

識別 (2.3)

エンドカバーの自動識別機能は
このサブメニューでオン/オフ
を切り替えます。

エンドカバー、続き

自動識別は多機能(回転
ベース型)、または測定
基準バー付エンドカバー
が使用されている場合の
み機能します。｢エンド
カバーの使用｣の章を参
照してください。

デフォルト設定: オン (2.3.1)

オン (2.3.1)
自動識別機能がオンになりま
す。

エンターキーを押すと短い確認
画面が表示され、メニュー機能
が終了します。

DISTOは通常モードに切り替わ
り、基本設定画面が表示されま
す。検出されたエンドカバーの
記号が現れます。

オフ (2.3.2)
自動識別機能がオフになりま
す。

エンターキーを押すと短い確
認画面が表示され、メニュー
機能が終了します。

DISTOは通常モードに切り替
わり、基本設定画面が表示さ
れます。もっとも最近検出さ
れたまたは入力されたエンド
カバーの記号が現れます。

新しいエンドカバーを
使用するごとに、該当
するメニュー機能の入
力を行わなければなり
ません。

多機能(回転ベース型)エンドカ
バー (2.4)

このメニュー機能は
-多機能(回転ベース型)エンドカ
バーへの後方基準位置を設定
します｡

-エンドカバーの自動識別機能
がオフになっている場合にの
み表示されます。

入力された距離は、測定
基準位置が後方に設定さ
れている場合のみ有効で
す｡

個別の拡張部分(2.2.5)
このメニュー機能は、ユーザー
が任意の長さのアダプター使用
する場合の設定に適用されま
す。

後方基準位置を調整するため
に、アダプター用エンドカバー
からユーザーが使用するアダプ
ターの位置までの距離を入力す
る必要があります。

負の値を入力することが
できます｡

メニュー機能を呼び出すと以下
が表示されます。

0.000m

individual extension 2.2.5

recognition 2.3

1 on
2 off
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エンターキーを押すと短い確認
画面が表示され、メニュー機能
が終了します。
DISTOは通常モードに切り替わ
り、基本設定画面が表示されま
す。

基本設定に多機能(回転
ベース型)エンドカバー
の記号が表示されます。

測定基準バー付エンドカバー
(2.5)

このメニュー機能は；
-測定基準ﾊﾞｰ付エンドカバー
に対する後方基準位置を設定
します。

-エンドカバーの自動識別がオ
フになっている場合のみ表示
されます。

エンターキーを押すと短い確認
画面が表示され、メニュー機能
が終了します。
DISTOは通常モードに切り替わ
り、基本設定画面が表示されま
す｡

基本設定では測定基準
バー付エンドカバーエン
ドカバーの記号が表示さ
れます。

基本設定 (3)

,2x

単位 (3.1)

DISTOが測定値および計算結果
を表示する際の単位を設定しま
す。さらに、メートルを使用す
る場合には小数点以下の桁数を
設定することができます。

デフォルト設定: 0.000 m (3.1.1)

0.000 m (3.1.1)
このメニュー機能を設定すると
-メニューが終了し、基本設定
画面が表示されます。

-その後、表示はメートルで小
数点以下3桁になります。

0.00 m (3.1.2)
このメニュー機能を選択すると
-メニューが終了し、基本設定
画面が表示されます。

-その後、表示はメートルで小
数点以下2桁になります。

0.00 ft (3.1.3)
このメニュー機能を選択すると
-メニューが終了し、基本設定
画面が表示されます。

-その後、表示は小数のフィー
トになります。

日本国内では計量法によ
り、メートル法のみ許可
されています。

0'/00"/32 (3.1.4)
このメニュー機能を選択すると
-メニュー機能が終了し、基本
設定画面が表示されます。

-その後、値はフィートとイン
チで表示されます。

インチでの値では、小数は1/32
の分数で表示されます。

例: 8.5 inch = 8 in 16/32

0.0 in (3.1.5)
このメニュー機能を選択すると
-メニュー機能が終了し、基本
設定画面が表示されます。

-値は小数点１桁のインチで表
示されます。

0"/32 (3.1.6)
このメニュー機能を選択すると
-メニュー機能が終了し、基本
設定画面が表示されます。

-値はインチで表示されます。

インチでの値では、少数は1/32
の分数で表示されます。

menu

1 measure settings
2 end cover
3 basic settings
4 basic functions
5 calculation
6 memory

basic setting 3

1 units
2 language
3 beep
4 reset
5 lighting
6 switch off

units 3.1

1  0.000 m
2  0.00 m
3  0.00 feet
4  0'00"/32

0.000  m
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基本設定、続き

４つめの言語はインター
フェース経由でDISTOに
ロードすることができま
す(同梱のCD-ROMに含ま
れているオンライン文書
を参照してください)。

エンターキーを押すと、短い確
認画面が選択した言語で表示さ
れ、メニュー機能が終了します｡

DISTOは通常モードに切り替わ
り、基本設定で選択した言語が
表示されます。

ブザー (3.3)

キーが押された時および/また
は測定が行われた時のブザーを
設定します。

/ エンターキーを押すと
- 即座にリセットが行われます。
- 短い確認画面が表示されま
す。

-メニュー機能が終了します。

DISTOが通常モードに切り替わ
り、基本設定画面が表示されま
す｡

照明 (3.5)

このサブメニューは照明のオ
ン/オフを切り替えます。

デフォルト設定:  オフ (3.5.2)

オン (3.5.1)

ディスプレイの照明をオンにし
ます。

エンターキーを押すと短い確認
画面が表示され、メニュー機能
が終了します。

ブザーのオン/オフ

DISTOがオンになった時にどち
らかの記号が表示されます。
｢ブザーオン｣の記号が消えると
続いて｢ブザーオフ｣の記号が連
続して表示されます。

デフォルト設定:  キー (3.3.2)

測定 (3.3.1)
測定が行われると確認のブザー
が鳴ります。

キー(3.3.2)
キーが押されると確認のブザー
が鳴ります。

オフ (3.3.3)
ブザーのスイッチがオフになり
ます。

エラーメッセージと
DISTOのスイッチオフで
は常にブザーが鳴りま
す。

リセット (3.4)

DISTOのユーザー設定を基本設
定にリセットします。

言語 (3.2)

DISTOでのメッセージ、設定な
どの表示で使用する言語を設定
します。

最初に選択した言語はこ
のサブメニューで変更で
きます。

デフォルト設定:  なし

選択できる言語:

ドイツ語 (3.2.1)

英語 (3.2.2)

フランス語 (3.2.3)

Language 3.2

English

1 Deutsch
2 English
3 Français

beep 3.3

1 measure
2 key
3 off

lighting 3.5

1 on
2 off
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部屋の対角測定では
-対するコーナーに近い点に対
してまずDISTOを視準しま
す。

-その後、レーザーをコーナー
に対してゆっくりと移動させ
ます。

トラッキングモードで
は、DISTOは単一の測定
を連続して行います。

もっとも遠い距離は逐次、更新
され、表示されます。

もう一度押すとトラッキ
ングを終了します。

DISTOは通常モードに切り替わ
り、最大トラッキング測定値が
基本設定画面に表示されます。

最小トラッキング(4.2)

最小値(連続)測定機能を使用す
ることにより、最小距離の測定
が行われます。

基本設定(4)

,3x

最大トラッキング(4.1)

最大値(連続)測定機能を使用す
ると、最大距離の測定がが実行
されます｡

P
D

-Z
2

0

機能の応用例:
• 部屋の対角距離の測定
• 粗い地面または起伏のある地
面の最大測定

• 大きなホールでの最大測定
• ファサードの下部から屋根の
むねまでの高さ

• 一般的に届きにくい場所や光
源の乏しい場所での測定(排水
溝、縦坑など)

このメニュー機能を選択すると
-照射モードでレーザーが点灯
します。

-以下が表示されます。

短く押すとトラッキン
グを始動します。

DISTOは通常モードに切り替わ
り、照明がオンの状態で基本設
定画面が表示されます。

基本設定の最上部の行に
この記号が現れます。

照明はバッテリーを消耗し
ますので必要に応じて使用
するようにしてください｡

オフ (3.5.2)
ディスプレイの照明をオフにし
ます｡

エンターキーを押すと
- メニュー機能が終了します。
- 確認画面が表示されます。
- 基本設定画面が表示されます｡

スイッチオフ (3.6)

このメニュー機能はDISTOのス
イッチをオフにします。

エンターキーを押すとブザーが
鳴り、その後、DISTOのスイッ
チがオフになります。

｢DISTOのスイッチオフ｣
の章ではDISTOのスイッ
チをオフにする方法につ
いてさらに詳しく記述し
ています。

menu

1 measure settings
2 end cover
3 basic settings
4 basic functions
5 calculation
6 memory

basic settings 4

1 maximumtrac
2 minimumtrac
3 required distance
4 pythagoras
5 height
6 accuracy

--.---m

maximumtrac 4.1
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DISTOでターゲットを視
準します。DISTOを徐々
にゆっくりとターゲット
方向へ動かします。

トラッキングモードでは
DISTOは連続して単一測
定を行います。

最小距離は連続して更新され表
示されます。

再び短く押すとトラッキ
ングを終了します。

DISTOは通常モードに切り替わ
り、基本設定画面で最小トラッ
キング測定値が表示されます。

墨出し寸法の設定 (4.3)

基本機能、続き

応用例
• 垂木と梁の間の距離をDISTO
に保存し、これによりDISTO
を利用して建築現場において
部材の位置決めを正確に行う
ことができます。

•図面の寸法をDISTOに保存し
て、現場で寸法を確認するこ
とができます。ます。

• パネルのサイズをDISTOに保
存し、その値を呼出しながら
作業を進めることができます

こうした例は建築物の確
認手順を簡単にします。

P
D

-Z
2

1

このメニュー機能を呼び出した後
-照射モードでレーザーが点灯
します。

-以下が表示されます。

応用例
• 部屋の天井までの測定
• 粗い面および起伏のある面で
の最小距離の測定

• スタンドなしでの多角形また
水平の測定

P
D

-Z
4

3

--.---m

minimumtrac 4.2
required distance 4.3

1 constant
2 variable

短く押すとトラッキング
が始動します。

このサブメニューでは墨出し作
業のための固定または変数距離
が選択できます。

リセットの後、入力された数値
は変更されずに保持されます。

墨出し作業では各設定距離が分
割されて表示されます。
DISTOは開始点からの距離を測
定し、あらかじめ設定された距
離を表示します。
それぞれの墨出し位置を確認し
マーキングします。
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新しい距離｢ a ｣ をキー
パッドで入力するか、
キーパッドメモリまたは
記録メモリから値を呼び
出します。

短く押すと入力を確定し
ます。

入力された距離が｢a｣の横に示
されます。

ナビゲーションキーを押
すと定数｢x｣が反転して
示されます。

キーパッドを使用して定
数｢ x ｣ を入力するか、
キーパッドメモリまたは
記録メモリから値を呼び
出します。

入力された距離が｢x｣の横に示
されます。

短く押すと測定モードに
変わり、墨出しを始めま
す。

レーザーを測定対象に向かって
照射します。

基本設定、続き

入力ボックス
a 墨出しを開始する距離.

x 1箇所ずつ墨出し

墨出し 数は最大測定範囲に限ら
れます。

文字｢a｣はすでに反転し
て表示されています。
その横にもっとも新しく
使われた距離の値(｢x｣)が
表示されます。

スクリーンには以下が表示され
ます。
-次の墨出し位置の番号(n)
-設定に使用する矢印記号
- DISTOの基準点と墨出し位置
の間の現在の距離

次に、DISTOをゆっくりと墨出
し位置の方向に対して直線にな
るように動かしていきます。

画面の矢印が次の墨出し位置の
方向を指します。DISTOが墨出
し位置の方向に正しく動かされ
ると、表示されている距離が減
少し始めます。

墨出し位置へ近づくと短いブ
ザーが鳴り始め、墨出し位置に
達したところでブザーが連続し
て鳴りつづけます。

正しい墨出し位置に至ると2つ
の矢印が示され、表示の距離が
0になります。

レーザーが別の測定対象に照射
されると次の墨出し位置が表示
されます。

墨出しを終了するにはど
ちらかのキーを短く押し
ます。

DISTOは通常モードに切り替わ
り基本設定画面が表示されま
す。

定数 (4.3.1)
一定の距離で墨出しを行います｡

このメニュー機能を呼び出した
後に、以下が表示されます。

constant 4.3.1

a

x
x

a
x

0.000m
0.000m

0.000m

n:  01

-0.125m

n:  01
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墨出し位置間の距離が距
離範囲で割られます。各
墨出し位置はそれぞれの
距離範囲の中点になりま
す。

変数(4.3.2)
変数距離での墨出しを行いま
す｡

メニュー機能を呼び出すと以下
が表示されます。

入力ボックス:

最大で20の変数距離で順
番に墨出しすることがで
きます。

最初の変数は画面上にすでに黒
で示されています。その横には
もっとも新しく使われた距離が
示されます。

キーパッドを使って変数
距離｢1｣を入力するか、
キーパッドメモリまたは
記録メモリから値を呼び
出します。

1-20

短く押すと入力を確定し
ます。

入力された距離が｢1｣の横に示
されます。

ナビゲーションキーを押
して変数距離｢2｣を反転
させます。

同じように2番目以降のすべて
の変数を入力していきます。
もう必要でない変数は｢0｣に設
定します。

短く押すと測定モードに
切り替わり墨出しが始ま
ります。

レーザーを測定対象に照射しま
す｡

墨出しの手順とDISTOでの表示
は1つ前のメニュー機能｢定数｣
(4.3.1)で記述されたものと同じ
です。.

variable 4.3.2

1

2
3

1

2

3

0.000m

0.000m

0.000m

P
D

-Z
4

3

1.75 m

1.5 m

1.5 m

1.5 m

n 01n 02n 03

-0.518m

n:  01

0.000m

n:  02

0.325m

n:  03

DISTOを2つの墨出し位置の間
から新たな距離範囲に移動する
と:
-画面上の数(n)が変わります。
-表示されている測定値の記号
が変わります。

墨出しの例:
定数 a .......................... 1.75 m
定数 x ............................ 1.5 m
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ピタゴラス機能 (4.4)

このメニュー機能を使うこと
で、届かない場所の距離でも
DISTOが間接的に計算すること
ができます。

例えば:
• 離れた場所からの建物の高さ
と幅

• ファサードの届かない部分の
測定

• かがみこんだり大きなプレー
トなどのアクセサリーを使っ
たりすることなく、立ったま
まで楽に測定ができます。

ピタゴラスの直角三角形の定理
に基づいて2または3つの補足測
定値を使って測定したい長さを
DISTOが算出してくれます。

デフォルト設定:  オフ

補足値として以下が必要です:
• あらかじめ設定されている測
定方向（三角形）

• レーザーを照射する測点は水
平または垂直の面で1直線で
なければなりません。起伏の
ある場所を越えるように測定
を行うと結果が正しくならな
い場合があります。

• 2つ目の補足測定は測定する距
離に対して直角でなければな
りません。

• レーザーを照射する 2つ目の
測点は測定する距離の範囲内
であるか測定する距離の終点
でなければなりません。

• 測定された距離が短く、
DISTOが対象に対して固定さ
れている場合のみ、DISTOを
手でもって測定を行うことが
できます。正確な測定を行う
には三脚の使用を必要としま
す。

垂直距離の測定では常に
三脚をDISTOのアダプ
ター用エンドカバーに取
り付けて行ってくださ
い。この方法でのみ、
レーザーの光軸が三脚の
回転軸点に一致します｡

DISTOのケースの底部に三脚を
設置したかたちで使用した場合
は、レーザーの光軸が回転軸点
のおよそ70-100mm上になりま
す。水平方向に測定を行う場合
にこれは問題にはなりません
が、垂直方向に測定を行う場合
には高さの偏差を考慮に入れる
必要があります。

このメニュー機能を呼び出すと
以下が表示されます。

測定を行う三角形の最初の辺と
これに該当する｢1｣が反転して
示されます。

短く押すと照射モードに
切り替わります。

最初の測点に対してレーザーを
照射します。

測定を実行します 。DISTO
を固定してください｡

三脚を使用しないと測定
がぶれる可能性があります
ので照射モードでは:

-タイマーを使用してください
(xキー)

-または、最大トラッキングが
始動するようにオンキーを押
しつづけてください。

P
D

-Z
2

7

P
D

-Z
4

4

pythagoras 4.4

1

2

3

P
D

-Z
3

8



94 DISTO™ pro4 / pro4 a-1.0.0ja日本語

ja

もう一度短く押すとメ
ニューが終了し、基本設
定画面で結果が表示され
ます。

必要に応じて結果をキーパッド
メモリまたはデータメモリに保
存します。

3番目の測定を行うかわ
りに、エンターキーを押
すと、すでに得ている2
つの測定値から計算され
た測定結果が表示されま
す。

これ以外では3番目の測定を行
います。

短く押すと照射モードに
切り替わります。

レーザーを第3の測点に向かっ
て照射します。

短く押して測定を開始す
るか、最大トラッキング
が開始するまでキーを押
しつづけます。

短く押すと表示されてい
る値が確定します。

基本機能、続き

最初の測定値が｢1｣の横に現れ
ます。
同時に、2番目に測定される三
角形の辺とこれに該当する｢2｣
が反転して示されます。

DISTOを測定対象(壁)に対して
ほぼ直角になるように合わせま
す。
測点が垂直に並んでいる場合に
はDISTOが水平になるようにす
ることになります。

短く押すと照射モードに
切り替わります。

最小トラッキングモード
が始まるまで押しつづけ
ます。

短く押すと、最小距離が
測定された後すぐに最小
トラッキングが終了しま
す｡

短く押すと表示された値
が確定します。

2番目の測定値が｢2｣の横に表示
されます。同時に最後に測定さ
れる三角形の辺とこれに対応す
る｢3｣が反転して示されます。

3番目の測定値が｢3｣の横に示
されます。

3つの測定値の各値はナ
ビゲーションキーで再び
選択し、新たに測定した
値に入力しなおすことが
できます。

短く押すと計算を行い、
測定された長さが表示さ
れます。

pythagoras 4.4

1

2

3

pythagoras 4.4

1

2

3

11.494m

1

2

3

11.494m

08.529m

11.494m

8.529m

pythagoras 4.4

1

2

3

1

2

3

11.494m

08.529m

08.593m

pythagoras 4.4

1 08.751m

最大トラッキングモードで測距
が行われたらすぐにオンキーを
押してください。

短く押すと表示されてい
る値が確定します

8.593m
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高さ (4.5)

このメニュー機能を使うと、届
かない場所の部分的高さを間接
的にDISTOが算出することがで
きます。

ピタゴラス機能で示された利用
例の多くがこの機能でも有効で
す。

ピタゴラス機能を使って、
3つの補助測定によりDISTOが
測定したい長さを算出します。

P
D

-Z
3

2

• 2番目の補助測定値は測定した
い長さの終点でもあります。

• 3番目の補助測定は測定したい
長さと直角になるように行い
ます。

メニュー機能を呼び出すと以下
が表示されます。

三角形を測定する場合、最初の
辺とこれに該当する｢1｣が反転
して示されます。

短く押すと照射モードに
切り替わります。

レーザーを最初の測点に対して
照射します。

測定を開始します。
DISTOをしっかりと保持
してください。

三脚なしで測定を行うと
ぶれが生じる可能性があ
りますので、照射モード
では

-タイマーを使用します(xキー)
-または最大トラッキングを開
始するようにオンキーを長く
押します。

短く押すと表示されてい
る値が確定されます。

最初の測定値が｢1｣とともに現
れます。
同時に測定する三角形の第2辺
が該当する｢2｣とともに反転し
て示されます。

前項と同様に2番目の補助測定
を行います。
オンキーを押し続けるとトラッ
キングが始動します｡

2番目の測定値が｢2｣の横に表示
されます。同時に最後の測定と
なる第3辺と｢3｣が反転して示さ
れます。

DISTOが測定対象(壁面)とほぼ
直角になるように構えます。
測定ポイントが垂直に並んでい
る場合には、DISTOが水平にな
るようにします。

短く押すと照射モードに
切り替わります。

最小トラッキングが始ま
るまで押し続けます。

最小距離が測定されるまで、レー
ザードットを測定したい距離の延
長線に沿って上下させます｡

height 4.5

1

2

3

height 4.5

1

2

3

11.454m

11.454m

height 4.5

1

2

3

1

2

3

11.454m

08.762m

08.762m

補助測定の要件はピタゴラス機
能と同じですが、以下の点が異
なります。
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短く押すと最小トラッキ
ングが終了します。

短く押して表示されてい
る測定値を確定します。

3番目の測定値が｢3｣の横に表示
されます。

表示されている3つの測
定値はナビゲーション
キーを使うことでそれぞ
れ再選択することがで
き、新しい測定値に入れ
換えることもできます｡

短く押すと指定した距離
が計算され表示されま
す。

もう一度短く押すとメ
ニューを終了し、基本設
定画面で結果が表示され
ます。

必要に応じて結果をキーパッド
またはデータメモリに保存しま
す｡

精度補正(4.6)

このメニュー機能は10件の距
離測定値の平均値を計算しま
す。

利用方法:

• 偏差を少なくすることでより
精確な測定結果を得られま
す。

• DISTOを手で持って測定した
場合の測定値のぶれを補正し
ます。

このメニュー機能を使用
することでDISTOの持つ
測定精度が向上するわけ
ではありません。

このメニュー機能は常時
設定しておくことはでき
ません。

メニュー機能を呼び出すと、以
下が表示されます。

照射モードでレーザーが点灯し
ます。

レーザーをターゲットに向かっ
て照射します。

短く押すと測定が開始し
ます。

DISTOが10件の測定を行い、
計算された平均値が表示されま
す。レーザーのスイッチがオフ
になります。

短く押すとメニューが終
了し、基本設定画面で平
均値が表示されます。

必要に応じてキーパッドまたは
データメモリに結果を保存します｡

平均値(4.7)

このメニュー機能では
ユーザーが指定した測定
値の平均を計算します。

30件までの測定値の平均を計算
することができます。

使用例:

• 平らでない壁や天井に対する
測定

height 4.5

1

2

3

1

2

3

11.454m

08.762m

08.515m

08.515m

height 4.5

1 05.595m

--.---m

accuracy 4.6

08.515m

accuracy 4.6

n:   10
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メニュー機能を呼び出します｡

表示には以下が示されます：
- n:01は最初の測定を示します｡
- 計算された平均値がその下に
示されます。

- 最下部に現在の値が示されま
す｡

同様に全ての測定を行います。

短く押すと、基本設定画
面で平均値が示されま
す。

必要に応じてキーパッドまたは
データメモリに結果を保存しま
す｡

計算 (5)

,4x

このメニュー機能では周長、面
積、部屋の容積などの計算を行
います。

- もっとも長い辺を挟む角の大
きさ

- 三角形の面積

このメニュー機能を呼び出すと
以下が表示されます。

測定を行う最初の辺と｢1｣が反
転して示されます。

短く押して照射モードに
切り替えます。

DISTOとレーザーを最初の測点
にあわせます。

測定を開始します｡DISTO
をしっかりと保持してく
ださい。

オンキー押し続けると三角形の
各辺のトラッキングを開始しま
す。

average 4.7

短く押すと、照射モード
でレーザーが起動します｡

レーザーをターゲットに向かっ
て照射します。

測定を始めます。DISTO
をしっかりと保持します｡

オンキーを押し続けるとトラッ
キングが開始します。
測定が終わったらもう一度オン
キーを短く押します。

average 4.7

menu

1 measure settings
2 end cover
3 basic settings
4 basic functions
5 calculation
6 memory

calculation 5

1 triangle SSS
2 triangle  SH
3 trapeze HHS
4 trapeze HSD
5 gable area
6 circle

triangle SSS 5.1

1

2

3

n: --

--.---m

n: 01

03.242m
03.242m

三角形SSS (5.1)

三辺(SSS)の測定を行うと、こ
のメニュー機能では以下を計算
します。
- 三角形の高さ



98 DISTO™  pro4 / pro4 a-1.0.0ja日本語

ja

計算、続き

トラッキングモードで測定が行
われたら、オンキーをもう一度
短く押します。

短く押して表示されてい
る値を確定します。

最初の測定値が｢1｣の横に示さ
れます。同時に2番目に測定を
行う三角形の辺と｢2｣が反転し
て示されます。

最初の辺の時と同様に第2辺、
第3辺を測定します。

表示されている3つの測
定値はナビゲーション
キーを使って再選択し、
新しい測定値に置き換え
ることができます。

最後の測定値を確定した
後、短く押して計算を始
めます。

データメモリに全ての計算結果
を保存しますか？

押し続けます。

保存を行った後、メニュー機能
が終了し、基本設定画面が表示
されます。

特定の結果のみを使用します
か？

ナビゲーションキーで結
果を選択します。

短く押すと選択を確定し
ます。

メニュー機能が終了し、基本設
定画面で選択された結果が表示
されます。
必要に応じてキーパッドまたは
データメモリに結果を保存しま
す。

三角形 SH (5.2)

三角形の底辺と高さ(SH)を測定
した後、メニュー機能が三角形
の面積を計算します。

メニュー機能を呼び出すと、以
下が表示されます。

最初の測定では底辺と｢1｣が反
転して表示されます。

短く押すと照射モードに
切り替わります。

DISTOとレーザーを測定する最
初の点に合わせます。

測定を開始します。
DISTOをしっかりと保持
してください。

オンキーを押し続けて最小ト
ラッキングを起動します。
測定が行われたらもう一度オン
キーを短く押します。

短く押して表示されてい
る値を確定します。

底辺の長さが｢1｣の横に表示さ
れます。

1

2

3

3.118m

03.118m

triangle SSS 5.1

1

2

3

02.379m

69.8°

04.003m2

triangle SSS 5.1

triangle SH 5.2

1

2
1

2

03.147m

03.147m

triangle SH 5.2
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同時に次に測定される高さが
｢2｣とともに反転して示されま
す。

手順にしたがって三角形の高さ
を測定し、エンターキーで確定
します。

キーを押し続けると最大トラッ
キングが開始します。測定が行
われたらもう一度短く押します｡

表示されている測定値は
ナビゲーションキーを
使ってもう一度選択し新
しい測定値に置き換える
ことができます。

最後の測定が確定された
ら、キーをもう一度短く
押し計算を開始します。

もう一度押すとメニュー
が終了し、基本設定画面
に戻ります。

必要に応じて計算結果をキー
パッドまたはデータメモリに保
存します。

四辺形 HHS (5.3)

四辺形の両側の高さと底辺
(HSH )が測定されるとこのメ
ニューが以下を計算します。
- 四辺形の辺の長さと勾配
- 四辺形の面積

使用例:

• 屋根の勾配の算出
•  片流れの屋根を持つ建物の
ファサードの切り妻面積計算

測定する最初の高さ(側辺の高
さ)と｢1｣が反転して示されます｡

短く押すと照射モードに
切り替わります。

測定を行う最初の点にレーザー
を照射します。

測定を起動します｡DISTO
をしっかりと保持してく
ださい。

照射モードで測定にぶれ
が生じる可能性がある場
合には

-タイマーを使用します(Xキー)
-またはオンキーを長く押して
トラッキングを開始します｡

最初の測点が｢1｣の横に示され
ます。
同時に次に測定する四辺形の底
辺が｢2｣とともに反転して示さ
れます。

同様に四辺形の底辺を測定しエ
ンターキーで確定します。

照射モードでオンキーをおし続
け、トラッキングを開始しま
す。

2番目に測定された値が｢2｣の横
に表示されます。

このメニューを呼び出すと以下
が表示されます。

P
D

-Z
6

6

1 03.439m2

triangle SH 5.2

短く押して表示されてい
る値を確定します。

trapeze HHS 5.3

1

2

3

1

2

3

03.739m

03.739m

trapeze HHS 5.3
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同様にして屋根のはりの高さを
測定しエンターキーで確定しま
す。

照射モードで測定キーを押しつ
づけ、最大トラッキングを始動
します。

表示されている測定値の
それぞれは、ナビゲー
ションキーで再選択する
ことができ、新しい測定
値に置き換えることがで
きます。

最後の測定を確定した
後、もう一度短く押すと
計算を開始します。

計算、続き

すべての計算をデータメモリに
保存しますか？

押しつづけます。

保存した後、メニュー機能が終
了し基本設定画面が表示されま
す。

指定した結果だけを使用します
か？

使用する結果をナビゲー
ションキーで選択しま
す。

短く押すと選択を確定し
ます。

メニュー機能が終了し、選択し
た結果が基本設定画面で表示さ
れます。

このメニュー機能の利点はすべ
ての測定を同一の位置から行う
ことができることです。

P
D

-Z
6

7 最初に測定する高さ(雨どいの
高さ)と｢1｣が反転して示されま
す。

短く押すと照射モード
に切り替わります。

最初の測定値に対してレーザー
を照射します。

四辺形の側辺２辺のう
ち、つねに短い方を測定
してください。

測定を起動します｡DISTO
をしっかりと保持してく
ださい。

trapeze HHS 5.3

03.108m

31.0°

12.096m2

次に測定する高さが｢3｣ととも
に反転されて示されます。

必要に応じて結果をキーパッド
またはデータメモリに保存しま
す｡

四辺形 HSD (5.4)

四辺形の高さ、底辺および対角
線(HSD)を測定した後、このメ
ニュー機能では以下を計算しま
す。
-四辺形の側辺の長さと勾配
-四辺形の面積

メニュー機能を呼び出した後、
以下が表示されます。

trapeze HHS 5.3

1

2

3

03.739m

02.665m

Trapez HSD 5.4

1

2

3
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すべての結果をデータメモリに
保存しますか？

押しつづけます。

保存した後、メニュー機能が終
了し、基本設定画面が表示され
ます。

指定した結果のみを使用します
か？

使用する結果をナビゲー
ションキーで選択しま
す。

短く押して選択を確定し
ます。

計算、続き

メニュー機能が終了し、指定さ
れた結果が基本設定画面で表示
されます。

必要に応じてキーパッドまたは
データメモリに結果を保存しま
す｡

切り妻面積 (5.5)

このメニュー機能では建築物の
屋根が対称である場合のファ
サードの切り妻面積を計算しま
す｡

最初の測定値が｢1｣の横に表示
されます。同時に次に測定する
四辺形の底辺が｢2｣とともに反
転して示されます。

四辺形の底辺を同様に測定し、
エンターキーで確定します。

最後の測定を確定した
後、もう一度短く押すと
計算を開始します。

P
D

-Z
6

8

メニュー機能を呼び出した後、
以下が表示されます。

照射モードで測定がぶれ
る可能性がある場合には

-タイマー(xキー)を使用します｡
-またはオンキーを長く押して
トラッキングを起動します｡

短く押すと表示されてい
る値が確定されます。

2番目の測定値が｢2｣の横に示さ
れます.同時に次に測定する対角
線が｢3｣とともに反転して示さ
れます。

四辺形の対角線を同様に測定
し、エンターキーで確定しま
す。

照射モードでオンキーを押しつ
づけると最大トラッキングが起
動します

表示されている測定値は
それぞれナビゲーション
キーを使って最選択する
ことができ、新しい測定
値に置き換えることがで
きます。

照射モードでオンキーを押し
つづけるとトラッキングが起
動します。

trapeze HSD 5.4

1

2

3

06.996m

39.8°

30.932m2

1

2

3

03.516m

trapeze HSD 5.4

03.516m

trapeze HSD 5.4

1

2

3

03.516m

05.373m

05.373m
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2番目の測定値が｢2｣の横に示さ
れます。同時に次に測定する高
さ(屋根の棟までの高さ)と｢3｣
が反転して示されます。

短く押すと照射モードに
切り替わります。

最初の底辺の測点に対してレー
ザーを照射します。

測定が起動します。
DISTOをしっかりと保持
してください。

照射モードでオンキーを押しつ
づけると最大トラッキングが始
動します。
測定を行ったらオンキーをもう
一度短く押します。

短く押すと表示されてい
る値が確定されます。

表示されている3つの測
定値はそれぞれナビゲー
ションキーを使って再選
択することができ、新し
い測定値に置き換えるこ
とができます。

計算、続き

最後の測定を確定した
後、短く押すと計算を起
動します。

gable area 5.5

1

2

3

03.547m

09.812m

09.812m

最初に測定する高さ(雨どいの
高さ)と｢1｣が反転して示されま
す。

短く押すと照射モードに
切り替わります。

最初の測点に対してレーザーを
照射します。

測定を起動します｡ DISTO
をしっかりと保持してく
ださい。

照射モードで測定にぶれ
が生じる可能性がある場
合には

-タイマー(xキー)を使います。
-またはトリガーキーを長く押し
てトラッキングを起動します｡

短く押すと表示されてい
る値が確定されます。

gable area 5.5

1

2

3

1

2

3

03.547m

03.547m

gable area 5.5

最初の測定値が｢1｣の横に表示
されます。同時に次に測定する
幅の部分が｢2｣とともに反転し
て示されます。

切り妻または家屋の幅を最初の
測定と同様に測定し、エンター
キーで確定します。

照射モードでオンキーを押しつ
づけるとトラッキングが起動し
ます。

もう一度短く押すとメ
ニューが終了し基本設定
画面で計算結果が表示さ
れます。

必要に応じて結果をキーパッド
またはデータメモリに保存しま
す｡

円 (5.6)

このメニュー機能は直径を用い
て円の面積を計算します。

1 53.789m2

gable area 5.5
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計算、続き

使用方法:

• 木材やサイロなどの容積
• 配管の測定

このメニュー機能を呼び出すと
以下が表示されます。

必要に応じて結果をキーパッド
またはデータメモリに保存しま
す｡

空間 (5.7)

このメニュー機能は部屋の長
さ、幅および高さから以下の計
算を行います
-床面積、天井面積
-壁面積の合計
-部屋の周長
-部屋の容積

使用方法:

•  塗装漆喰またはカーペットの
敷設などの作業において部屋
の寸法が必要です。

メニュー機能を呼び出すと以下
が示されます。

space 5.7

1

2

3

1

circle 5.6

円の直径と｢1｣が反転して示さ
れます。

短く押すと照射モードに
切り替わります。

基準点になる円周にDISTOを構
えます。

レーザードットを円の反対側
(地面など)の点に対して照射し
ます。

測定を起動します｡DISTO
をしっかりと保持してく
ださい。

照射モードで測定にぶれ
が生じる可能性がある場
合には

- タイマー(xキー)を使用します｡
- またはトリガーキーを長く押
して最大トラッキングを起動
します。

最大トラッキングでの測定が行
われた後、もう一度短く押しま
す｡

2回押すと測定値が確定
され、計算が開始します｡

もう一度短く押すとメ
ニューが終了し、結果が
基本設定画面に表示され
ます。

1 00.250m2

circle 5.6

最初に測定する部屋の長さが｢1｣
とともに反転して示されます｡

短く押すと照射モードに
切り替わります。

最初の測点にDISTOを合わせ、
レーザーを照射します。

測定が起動します。
DISTOをしっかりと保持
してください。

照射モードで測定にぶれ
が生じる可能性がある場
合には

-タイマー(xキー)を使用します｡
-またはオンキーを長く押して
最小トラッキングを起動しま
す。

最小トラッキングでの測定を
行った後、もう一度オンキーを
短く押します。

短く押して表示されてい
る値を確定します。



104 DISTO™  pro4 / pro4 a-1.0.0ja日本語

ja

すべての結果をデータメモリに
保存しますか？

押しつづけます。

保存を行った後、メニュー機能
が終了し基本設定画面が表示さ
れます。

指定した結果のみを使用します
か？

ナビゲーションキーで使
用する結果を選択します｡

短く押すと選択が確定さ
れます。

メニュー機能が終了し、指定し
た結果が基本設定画面で表示さ
れます。

必要に応じて結果をキーパッドま
たはデータメモリに保存します｡

計算、続き

メモリ (6) メモリキー  1 - 9 (6.1)

9つのメモリ場所をさまざまな
のインプットおよびアウトプッ
ト処理に割当、中間結果や頻繁
に使うデータを保存しておくこ
とができます(加算、減算、ピ
ボットギャップなど)。

メニュー機能はデータ保存にの
み使用します。保存したデータ
を呼び出すにはメニュー機能の
｢リコールキー1-9｣(6.2)を利用
します。

デフォルト設定：リセットする
と、全てのメモリキー(3.4)が削
除されます。

前提条件:

保存を行う前に、各測定値また
は計算値を基本設定画面で表示
しなければなりません。キー
パッドによる入力をエンター
キーで確定してください。

メニューを使用した保存

このメニュー機能を呼び出す
と、以下が表示されます。

space 5.7

1

2

3

4

026.369m2

082.632m2

020.684m

105.344m3

,5x

menu

1 measure settings
2 end cover
3 basic settings
4 basic functions
5 calculation
6 memory

memory 6

1  memory key 1-9
2  recall key 1-9
3  stack
4  data

部屋の長さが｢1｣の横に表示さ
れます。
同時に次に測定を行う幅の部分
が｢2｣とともに反転して示され
ます。

長さの場合と同様に、部屋の幅
の測定を行い、エンターキーで
確定します。
その後部屋の高さ(第3の測定)
を測定し、確定します。

もう一度短く押すと計算
を開始します。

計算結果が画像とともに示さ
れ、順番に番号が付されます
(1-4)。
1 ......................... 天井/床面積
2 .................................. .表面積
3 ...................................... 周長
4 ...................................... .容積

1

2

3

04.563m

04.563m

space 5.7

DISTOには、測定値と計算値の
保存を行うさまざまな方法があ
ります｡

DISTOをスイッチオフする際に
は、最後に表示された測定値、
計算値または入力値が保存さ
れ、再度DISTOのスイッチをオ
ンにした場合に基本設定画面で
これが表示されます｡
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メモリ、続き

ショートカットを利用した保存

短く押すとメインメ
ニューが呼び出されま
す。

メニュー機能｢リコールキー1-9
(6.2)｣のショートカットを入力
し、指定するメモリ位置(1-9)を
足します。0.000

recall key 1-9 6.2

1

矢印記号は保存を意味します。
その横の数値は割り当てられた
メモリキー(1-9)の番号を示しま
す。

その下には小さなフォントで現
在のメモリ内容が表示されま
す。またメモリキーが割り当て
られていない場合には｢0.000｣
と示されます。

ナビゲーションキーを
使って、または直接メモ
リキー番号を入力して
(任意の)メモリキーを選
択します。

短く押すと保存されま
す。

短い確認画面が示された後、基
本設定画面が表示されます。

 ,  +  ...  + 

｢メモリキー｣(6.1)のショート
カットを入力し、指定したいメ
モリ割当番号を足します。

保存の確認の後、基本設定画面
が表示されます。

メモリキーを利用した保存
データは1-9の各メモリキーに
割り当てられます。

キーを指定して押し続け
ます。例えばメモリキー
3を指定する場合には3の
キーを押します。

該当するメモリキーが表示され
ます。

短く押して保存を行いま
す｡

短い確認事項の後、基本設定画
面が表示されます。

リコールキー1-9 (6.2)

このメニュー機能は9つのメモ
リキーの内、一つを再度呼び出
す場合にのみ使用されます。
メモリキーへのデータ保存はメ
ニュー機能 ｢ メ モリキー
1-9(6.1)｣で行われます。

呼び出すと基本設定画面の値が
メモリキーの内容に置き換えら
れます。

メニューを使用した再呼び出し
メニュー機能を呼び出すと以下
が表示されます。

矢印記号は再呼び出しを意味し
ます。横に示される数値は割り
当てられたメモリキーの番号
(1-9)です。

その下に現在のメモリ内容が表
示されます。またはメモリキー
が使用されていない場合には
｢0.000｣が表示されます。

ナビゲーションキーを使
用してメモリキーを選択
するかまたはキーパッド
入力により直接選択を行
います。

短く押すと内容を再呼び
出しします。

短い確認画面が表示された後、
基本設定画面にメモリ内容が表
示されます。
ショートカットキーを使用した
再呼び出し

短く押すとメインメ
ニューが呼び出されます｡

 ,  +  ...  + 

5.125

memory key 1-9 6.1

1

0.000

memory key 1-9 6.1

3

0.000

9.723
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矢印は記録の再呼び出しを意味
します。横に示された数値は記
録内でのメモリ一を示します
(1-15)。

その下には現行のメモリ内容が
示されるか、または記録内のメ
モリ位置に値がない場合には
｢0.000｣が示されます。

もっとも新しく行われた(現行
の)入力がつねにメモリ位置1に
なり、2番目に新しいものから
最後までがそれぞれメモリ位置
2以降に割り当てられます。

ナビゲーションキーを
使ってメモリキーを選択
するか、直接キーパッド
入力により選択を行いま
す。

短く押すとメモリ内容が
再度呼び出されます。

メモリ、続き

最初のメモリキーが表示されま
す｡

ナビゲーションキーを使
用してメモリキーを選択
するか、または直接キー
パッド入力により選択を
行います。

保存を行った後、短い確認画面
が表示され、その後基本設定画
面が表示されます。

0キーを使用した再呼び出し

ブザーがなるまで押し続
けます(およそ1秒間)。

キーを押し続ける時間が
長すぎると記録内容が表
示されます(6.3)。

短く押すとメモリ内容が
表示されます。

短い確認画面が表示された後、
基本設定画面が表示されます。

記録 (6.3)

記録メモリでは最後に行われた
15件の測定値、計算値または入
力値を保存し、自動的にシフト
登録を行います。これは保存さ
れた値が固定の割当がなく記録
メモリ内を｢シフト｣することを
意味しています。

15件の記録内のメモリ位置すべ
てが使用されている場合、最後
に使用されたメモリ位置が新し
い入力値により削除/上書きさ
れることになります。

デフォルト設定: リセット後記
録が削除されます (3.4)

メニューを使用した再呼び出し
メニュー機能を呼び出すと以下
が表示されます。

短い確認画面の後、メモリ内容
が基本設定画面で表示されま
す｡

基本機能(ピタゴラス、
高さ) または計算( 三角
形、四辺形など)の個々
の測定結果は記録から再
度呼び出し、その後の計
算に利用することができ
ます｡

0キーを使用した再呼び出し

ブザーが2回なるまで2秒
間キーを押し続けます。

キーの押し方が短すぎる
とメモリキーが表示され
ます(6.2)。

5.125

recall key 1-9 6.2

1

stack 6.3

1

7.891

7.891

1

stack 6.3



107DISTO™  pro4 / pro4 a-1.0.0ja 日本語

ja

メモリ、続き

使用する特殊文字が呼び
出されるまで該当する
キーを繰り返し押し続け
ます。(｢キーパッド｣の
章の｢テキストとデータ
入力｣の項に記載があり
ます)。

カーソルが移動するまで
次の入力を待機します｡

短く押すと｢スペース｣が
入ります。｢0｣を入力す
るにはキーを押し続けま
す。

短く押すと1文字分前へ
戻り、前に入力した文字
が上書きされます。
上記の手順を繰り返し、
入力を段階的に削除しま
す。

短く押すとテキスト入力
が終了し保存されます｡

確認画面が示された後、基本設
定画面が表示されます。

メニュー機能｢送信｣(6.4.5)を利
用することで、保存データを
PCに転送し、エクセルのシー
トに表示することができます。

保存 (6.4.2)
このメニュー機能は測定値およ
び計算値をデータメモリに保存
します。

メニューを使用した保存
前提: 保存する値を基本設定画
面に表示します。

メニュー機能を呼び出した後、
空いている次のメモリ位置が表
示されます。

さらに、キーパッドを使って、
1行あたり最大8文字のテキスト
を3行入力することができま
す。

data 6.4

1 text
2 store
3 change
4 erase
5 send

このサブメニューではデータ
メモリの管理を行います。

デフォルト設定: オフ。つまり
リセット(3.4)を行ってもデー
タメモリは削除されません｡

text 6.4.1

001
abc

記録の最初のメモリ位置が表
示されます。

ナビゲーションキーで
指定するメモリ位置を
選択するか直接キー
パッド入力により選択
を行います。

短く押すとメモリ内容
が呼び出されます。

短い確認画面の後、メモリ内
容が基本設定画面に表示され
ます。

データ (6.4)

テキスト (6.4.1)
このメニュー機能は測定値を
文書化する場合など、データ
メモリにテキストを入力する
際に利用されます。

このメニュー機能を呼び出す
と、空いている次のメモリ位
置が表示されます。

キーパッドを使って最大30字ま
でのテキストを入力できます｡
テキストは3行で表示されます
が、データインターフェース経
由では1行として処理されます｡

...
短く押すと小文字と大文
字を切り替えます。

store 6.4.2

002
abc

_ >

2.493
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エンターキーを使用した保存
基本設定画面で値が表示され
ると保存が行われます。

キーを押し続けます。

ディスプレイには以下が表示
されます
•空いている次のメモリ位置
•テキストを入力するための
カーソル

必要に応じて前の記述に従っ
てテキストを入力します。

短く押すと保存が行わ
れます。

確認画面の後、基本設定画面
が表示されます。

計算値(ピタゴラス、三角形、高
さなど)すべてを保存する場合

計算値が表示されたら
すぐにキーを押し続け
ます。

ディスプレイには以下が表示
されます。
•空いている次のメモリ位置
•テキストを入力するための
カーソル

使用するテキストをリス
トから選択します。

短く押すと入力が確定し
ます。

同様の手順でリストから続いて
入力を行います。

短く押すとテキスト入力
が終了し、保存が行われ
ます。

短い確認画面が表示された後
に、基本設定画面が表示されま
す｡

新しい値を保存する際、
DISTOは自動的に最後の
メモリ位置の最初の2行
を使用します。

保存された値に明確な記
述を施すことで、データ
の取扱の間違いを防ぐこ
とができます。

説明にあるようにメニュー機能
(6.4.1)でテキストを入力します｡

短く押すとカーソルが次
のテキスト行に移動しま
す｡

短く押すと入力を終了し
保存が行われます。

確認画面の後基本設定画面が表
示されます。

あらかじめ指定されているリス
トからテキスト入力を行う選択
もあります。

前提: リストは前もってDISTOに
ロードされていなければなりま
せん(同梱のCD-ROMにあるオン
ライン文書を参照して下さい)｡

短く押すとあらかじめ指
定されているテキストの
リストが表示されます。

メモリ、続き

Hallway
Shower
WC
Bath

store 6.4.2

002
abc_ >

必要に応じて、前の記述に従っ
て最初の行にテキストを入力し
ます。

このテキストは自動的に
次の結果の記述として使
われます。

残り2行は
•テキスト入力に使われます。
•計算機能によりあらかじめ設
定されているテキストになり
ます。

短く押すと次々に結果を
保存します。

確認画面の後、基本設定画面が
表示されます。

変更(6.4.3)
このメニュー機能を使うこと
で、メモリに保存されたデータ
を後々変更することが可能です｡

メニュー機能を呼び出した後、メ
ニューには以下が表示されます｡
•最後に保存された値
•メモリ位置の数
•使用されているメモリ位置と
パーセンテージによるメモリ
の使用量



109DISTO™  pro4 / pro4 a-1.0.0ja 日本語

ja

ナビゲーションキーまた
はキーパッド入力によ
り、指定するメモリ位置
を選択します。

必要に応じて選択されたメモリ
位置をPCへデータ送信するた
めに保持することができます。

短く押すとメモリ位置が
保持されます。

この記号が表示されま
す。メモリ位置と内容が
変更されずに保持されま
す。

消去キーをもう一度押すとデー
タ転送のためにメモリ位置を空
けておきます。

メモリ、続き

すべてのメモリを消去しますか？

短く押すとサブメニュー
｢データ｣(6.4)が表示され
ます。またはキーを押し
続けると基本設定画面が
表示されます。

消去しますか？

短く押します。

データメモリを消去すると、確
認画面が表示され、その後、基
本設定画面が表示されます。

5.125m

change 6.4.3

200 :200
:   25%

短く押して変更を行いま
す｡

ナビゲーションキーを
使って変更する行にカー
ソルを移動させます。

短く押すと削除されます｡

新しいテキストまたは値を、
キーパッドを使って入力する
か、メモリキーまたは記録メモ
リから呼び出します｡

必要に応じて押します｡

測定単位を加える場合に
(繰り返し)押します。

テキスト行はリストで置き
換えることができます。メ
ニュー機能｢保存｣(6.4.2)を
参照してください。

短く押すと変更を保存し
ます。

確認画面の後、基本設定画面が
表示されます。

消去 (6.4.4)
このメニュー機能ではデータ
メモリのすべてを消去します｡

メニュー機能を呼び出した
後、以下が表示されます。

erase

entire

memory ?

DISTO

send 6.4.5

1 all
2 position

送信 (6.4.5)

このサブメニューはデータイン
ターフェース経由でPC、また
はラップトップにデータメモリ
の内容を転送します。

全データ (6.4.5.1)
このメニュー機能ではデータメ
モリの内容をすべて転送しま
す。

転送中、転送されているデータ
メモリの位置の数が表示されま
す。

転送が終わるとサブメニューが
再び表示されます。

位置 (6.4.5.2)
このメニュー機能では指定した
データメモリの位置を転送しま
す。
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計算する最初の値が小さいフォ
ントで表示されます。

2番目の数値:
•キーパッドを使用して入力し
ます。

•メモリキーまたは記録メモリ
から際呼び出しします

•測距から指定します。

短く押すと計算を実行し
ます。

結果が基本設定画面で表示され
ます。

x2 (7.2)
前提: 計算される最初の値が基
本設定画面に表示されていなけ
ればなりません。

メニュー機能を呼び出すとすぐ
に計算が実行され、計算結果が
基本設定画面に表示されます。

平方根 (7.3)
前提条件: 計算される最初の値
が基本設定画面に表示されてい
なければなりません。

メニュー機能を呼び出すとすぐ
に計算が実行され、計算結果が
基本設定画面に表示されます。

このサブメニューの計算機能は
｢簡単な計算｣の章で説明された
数学の四則計算を補足します。

正しくない測定単位が使
用されている場合には以
下のエラーメッセージが
表示されます。

•面積および容積を二乗するこ
とができません。

•長さまたは容積からは平方根
を計算できません

除算 (7.1)
前提: 計算される最初の値が基
本設定画面に表示されていなけ
ればなりません。
キーパッドを使用した各入力値
がエンターキーにより確定され
ていなければなりません。

メニュー機能を呼び出すと以下
が表示されます。

menu

2 end cover
3 basic settings
4 basic functions
5 calculation
6 memory
7 calculator

,6x

このメニュー機能を呼び出すと
以下が表示されます。

メモリ、続き

position 6.4.5.2

001->
200->

垂直バーは最初から終わりまで
のメモリ位置を表示します。

データ転送を行うメモリ位置を
選択します。

矢印を最初または最後の
メモリ位置に移動します｡

転送する最初のメモリ位
置および最後のメモリ位
置を入力し、メモリ領域
の選択したメモリ位置の
番号を入力します。

短く押すと選択が確定さ
れ、データ転送が開始し
ます。

...

転送中のデータメモリ位置が転
送している間、表示されます。

転送が終了するとサブメニュー
が再び表示されます。

計算機 (7)

calculator 7

1 division
2 x2

3 square root

--.---m

/           13.510m
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* 3M社製

現場にて

望遠鏡式ファインダーを取り付け、
両側から力を加えて正しく取り付け
られている確認します｡

フリーハンドの照準

(約 20 - 40 m):
ターゲットプレート563875 (DIN
C6)、723385 (DIN A4)を使用する
かまたはユーザーは任意のサイ
ズのターゲットプレートを自分
で作ることができます:

P
D

-Z
5

5

ファインダーの設定

1.メニュー機能｢連続｣(1.4.2)に
よりDISTOを連続モードにし
ます。

2.室内で壁から5m、10mまたは
30mの距離に設置します。

3.下図で示すように、望遠鏡式
ファインダー用にアラインメ
ント補助を壁に取り付けます｡

P
D

-Z
5

6

ユーザー情報

測定範囲

昼光(屋外)では望遠鏡式ファイ
ンダーを使って作業を行ってく
ださい。必要に応じて、ター
ゲットを影にしてください｡

測定範囲の拡張:
夜間、夕暮れ時およびターゲッ
トの領域が影になっている場合｡

測定対象の制約:
つや消し、緑または青い表面
(樹木、植物など)に対して測定
を行った場合、測定できる距離
は短くなります。.

粗い表面

測定面が粗い場合(粗い石膏面
など)は、平均値が示されます｡

石膏の継ぎ目を測定する場合:
ターゲットプレートまたは板を
使用します。

透明な表面

測定エラーを避けるために、無
色の液体(水など)または(塵埃の付
着してない)ガラスに対して測定
を行わないようにしてください｡

窓ガラス越しに視準する
場合、または視準線上に
いくつかの障害物がある
場合には、正しい測定値
が得られない場合があり
ます。

濡れている表面、平滑
な表面または光沢のあ
る表面

1. ｢平坦に近い｣角度で照射する
と、レーザー光線が偏向しま
す。DISTOが受け取る信号が
弱すぎる場合があります(エ
ラーメッセージE 255)。

2.直角に照射した場合、DISTO
が受け取る信号が強すぎる場
合があります( エラーメッ
セージE 256)。

傾きのある面、丸い面

レーザーを使って測定が行えます:
要件:レーザースポットを照射

するのに十分な表面領域
があること。

距離: 指定:

30mまで(白) Scotch Cal*

30～100m(茶) エンジニアリング
グレード 3279
(7502 99 61 036)*
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アクセサリー

測定用アクセサリー

望遠鏡式ファインダー (667478)
現場での視準を簡単にします。
対象物から離れている場合に精
度を高めます(倍率：4倍)。
ベルトに取り付けられるホルス
ターケースで携帯します。

レーザードット視認用眼鏡 (723777)
赤いフィルターで、およそ10-
12mの距離までで明るい部屋や
現場での視認性を向上させます｡

ターゲットプレート 563875 (DIN C6)
ターゲットプレート 723385 (DIN A4)
反射の弱い表面に対する測定で:
40-50mまでの距離では白い面
を使います。
これ以上の距離では特別の反射
層を持つ茶色い面を使います。

ターゲットプレート (723774)
屋内での作業を簡単にします。
ターゲットプレートはピンで留
めたり、貼り付けたりすること
ができます。
ターゲットプレートのサイズ:
73 x 98 mm / 147 x 98 mm

水準器 (667158)
水平および垂直の両用です。床
や壁が平らでない場合や三脚に
取り付けて測定する際、水準の
確認が可能となります。

ファインダー
の中心

レーザー
ポイント

3
4
 m

m

以下の図をコピーしてくださ
い (1:1)

P
D

-Z
6

1

4.十字線とレーザースポットが
はっきりと見えるようになる
まで、アイピース(接眼レン
ズ)をゆっくりと回します。

5.望遠鏡式ファインダーを
レーザードットに合わせま
す(辺、高さ)。

例: 壁の正面、ちょうど5mの距離に
立ちます(約± 0.5m)。レーザースポッ
トは、ちょうど5mの距離マークの中
央になければなりません。

屋外ではときどき調整状態を
チェックして下さい。(半分影に
なっていて距離10-15m) 。赤いフィ
ルターを使ったりはずしたりし
て、視準状態を確認します(よく見
える方を選びます)。

P
D

-Z
5

7

P
D

-Z
5

9
P

D
-Z

6
0

現場にて、続き
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安全管理

以下の説明は、DISTOの取扱責
任者、および器械を実際に使用
する全ての人が、操作上の危険
を予想し回避するためのもので
す。
器械の取扱責任者は、器械を使
用する全ての人がこれらの指示
を理解、厳守しているか確認し
てください。

適正な使用

使用許可事項
DISTOは次のような用途のため
に設計されています。
• 距離の測定。
• 面積および容積の計算。
• 測定値の保存。

禁止事項
• 説明を受けていない人による

DISTO の使用｡
• 意図して使用制限をこえた使
用。

• 安全システムを外す、あるい
は注意書きを外しての使用。

• 道具(ドライバーなど)を使っ
ての器械の分解。

• その他、注意が必要な作業環
境で、注意を怠っての使用。

• 太陽の直射視準 (レンズによ
り眼球が焼き付けられる恐れ
があります)。

• 他者にレーザー光を故意的に
向ける。

• 測定現場での不適切な予備処
置 (路上での測定の場合など)

警告:
禁止事項を守らないで使

用すると、人身事故、故障、破
損につながります。
操作する全ての人に、危険性
と、その危険への対策を指導す
ることは、取扱責任者の仕事で
す｡

使用者は取扱責任者から必ず
DISTOの使用方法の説明を受け
てから使用してください。

視準精度は約1°で、これは距離
30mに対して測定誤差が約5mm
のみであることを意味します。

この水準器はレーザー方式
ではありません！

短いブラケット (723775)
長さ50mm: シャッターのため
のU型レール用です。

長いブラケット  (723776)
長さ150mm: 開けた窓からの測
定用です。

三脚用アダプター (725286)
正しく測定を行うためには（ピタ
ゴラス、高さ）、カメラ用三脚を
使用します。DISTOを指定した幾
何点を中心に回転させます。

三脚にはSLIK U9000が推
奨されています｡

•幅広い回転範囲を持ち、
•三脚用アダプターを必要とし
ません。

データインターフェース用アクセサリー

データケーブル GEV102-1 (725078)
PCまたはラップトップへの接続
に使います(Lemoプラグ付きの
2mのケーブルで、ソケット接続
部のある0および9極Dプラグ)。

データケーブル(708175)
標準ケーブルのあるパームトップ
への接続に使います(Lemoプラグ
付の30cmのケーブルで、ピン接
続部のある0および9極Dプラグ)｡

PCまたはラップトップ
などへの接続では、市販
されているゼロモデム･
ケーブルが必要です。

持運び用アクセサリー

ソフトバッグ(667169)
DISTOの持運びと保護に最適な
バッグです｡取扱説明書、データ
ケーブル、望遠鏡式ファイン
ダーおよびパームトップパソコ
ンなどをそれぞれの仕切りに収
納できます｡

ハンドストラップ (667491)
落下防止用ストラップです。

ショルダーストラップ (563879)
長さの調整ができ、固定ネジが
あります。

アクセサリー、続き
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予備処置:
使用する全ての人は、製造者が
示した安全対策と、器械の取扱
責任者の指示に従わなければな
りません。

注意:
器械が不完全な場合、器

械を落したり、使用法を誤った
とき、あるいは器械を改造した
ときは、測定値の誤差に注意し
てください。(例えばエンドカ
バーの変更)
予備処置:
取扱説明書に従って、定期的に
テスト計測を行ってください。
特に、器械を通常でない方法で
使用した後や、重要な測定の前
後またエンドカバーを変更した
後には必ずテスト計測を行って
ください。DISTOの対物レンズが
清潔に保たれ、後端回転ベース
に機械的な破損がないことを確
認してください。

注意:
太 陽 の方 へ向かって

DISTOを照準する場合には十分
に気をつけて下さい。レシー
バーレンズは拡大鏡のような作
用があるため器械内部に損傷を
与える可能性があります。

予備処置:
DISTOで直接太陽を照準しない
で下さい｡.

警告:
路上、建築現場、あるい

は工場での測定で、安全対策が
不十分だと、危険な状態に陥る
ことがあります。
予備処置:
常に、測定現場の安全を確保し
てください。事故予防規定や、
交通規則を遵守してください。

注意:
長距離の測定またはク

レーン、建設機械、プラット
フォームなどの動作の位置決め
を本器で行う場合、不慮の事態
が生じて不正確な測定結果を招
く場合があります｡
予備処置:
本製品は測定センサーとしての
み使用し、制御装置としての使
用はしないでください。不正な
測定、装置の不具合または内蔵
の安全装置（安全リミットス
イッチなど）による電源異常な
どの場合に破損が生じないよう
に器械を設定し操作するように
してください。

｢テクニカルデータ｣の章
を参照してください。

環境:
器械は、人が常駐できる大気で
の使用に適しており、過酷な環
境、あるいは爆発の危険がある
環境での使用には適しておりま
せん｡雨天での使用は、限られ
た時間内であれば許されます｡

責任

製造者のスイスのライカジオシ
ステムズ社(Leica Geosystems
AG, CH-9435 Heerbrugg)と販売元
のライカジオシステムズ(株)が
製造者責任を負います。
ライカジオシステムズは、完全
に安全な状態で、取扱説明書、
およびオリジナルアクセサリー
を含む製品を供給する責任を負
います。

ライカ以外のアクセサ
リーの製造者責任:

DISTOにライカジオシステムズ社製
でないアクセサリーを使用する場
合、アクセサリーの製造者はその製
品の開発、使用、あるいは製品上の
安全対策の説明に責任を負います。
また、アクセサリーの製造者は、ラ
イカジオシステムズの器械と組み合
わせて使用する上での安全対策につ
いても責任を負います｡

器械の取扱責任者の責任:

警告:
器械の取扱責任者は、取

扱説明書に基づいて安全に器械
を使用しなくてはなりません。
また、取扱責任者は使用する全
ての人のトレーニング、能力開
発、および使用時の安全管理に
ついて責任を負います。
器械の取扱責任者には、次の責任
があります｡
• 器械の安全対策と、取扱説明
書の内容を理解すること。

• 使用する場所での事故予防規
定に精通していること。

• 器械の安全が損なわれている
と判断した場合は、すぐにラ
イカジオシステムズ(株)へ連
絡すること。

使用上の危険

使用上の重大な危険

警告:
説明に従わなかったり、説

明の理解が不十分だと、誤った
方法で使用したり、禁止事項を
実行することになります。その
結果、人身事故や物損事故が起
きたり経済上、環境上の問題を
引き起こす恐れがあります。

使用制限
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注意:

測定作業が強い磁気環境
下で行われる場合、エンドカ
バー自動識別機能に影響があ
り、測定中にエラーが生じる場
合があります。
予防処置:
磁気の近くで測定を行う場合
(マグネット、変圧所など)、エ
ンドカバー自動識別機能を監視
するようにするか、または機能
をオフにしておきます。

警告:

現場での使用を製造元が
許可していないコンピュータと
ともに使用すると、電気的
ショックを受ける危険がありま
す。
予防処置:
コンピュータを現場で弊社のシ
ステムとともに使用する場合に
はコンピュータ製造元の指示に
従うようにしてください｡

使用上の危険、続き

注意:
電池を入れたまま機械を

発送したり、完全に使い切って
いない電池を廃棄すると、不適
切な取り扱いによる火災の原因
になります。
予備処置:
輸送する前に、電池ホルダーか
ら電池を外します。電池は完全
に空にして廃棄します(電池を
完全に使い切るまで、トラッキ
ングモードで器械を作動させま
す)。

注意:
もし電池を入れたままの

器械を長期間使用せず放置する
と電池が放電して器械が故障す
る原因になります。
予備処置:
器械を収納する前に電池を外し
ます。

注意:
器械とともに使用するア

クセサリー類が正しく保護され
ていない場合や器械に物理的衝
撃が与えられると (強風、転倒
など)、器械が破損する恐れが
あるとともに、装置の安全性が
脅かされ、人身事故につながる
おそれがあります。

レーザーのクラス

器械は、次の規格クラス2レー
ザー製品に分類されます。
• IEC60825-1 : 1993年｢レーザー
製品の放射線の安全性｣

• EN60825-1 : 1994年｢レーザー製
品の放射線の安全性｣

器械は、次の規格クラス IIレー
ザー製品に分類されます。
• FDA 21CFR Ch.I §1040 : 1988年
｢アメリカ合衆国、厚生省、
連邦規格コード｣

予備処置:
機械の設置時に、アクセサリー
類 (望遠鏡式ファインダー、ハ
ンドストラップ、ショルダース
トラップなど) が正しく取付、
取扱されており、正しい位置に
固定されていることを確認して
ください。
器械に物理的衝撃を与えないで
ください。

警告:
もし、器械を不当に処分

すると、次の事態が起きます。
• もし、プラスティック製パー
ツが燃焼すると、有毒ガスが
発生し、健康を害します｡

• もし、電池が破損したり、熱
せられると爆発したり、毒物
の発生、火事、腐食、あるい
は環境汚染の原因になります｡

• 器械を無責任に廃棄処分にす
ると、使用する資格のない人
が規定を守らずに使用し、彼
ら自身、あるいは第三者が重
傷を負う危険にさらされた
り、環境汚染を起こすことに
なります。
予防措置:
器械の処分は、日本の規定に準
じて適切に行ってください。常
に、資格のない人が器械に触れ
ないよう予防してください。
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ライカジオシステムズが認

定したサ－ビスマンしかこの器
械を修理することはできません｡

望遠鏡式ファインダー
付きでの DISTO の使用

警告:
鏡のように光を反射する

対象(例えば、鏡面、金属面、
窓、プリズム、液体など)を望
遠鏡式ファインダー付きの
DISTOで視準すると、反射レー
ザー光を直視することになり危
険です。
予防措置:
望遠鏡式ファインダーを使用す
る場合、鏡のように光を反射す
る対象( 例えば、鏡面、金属
面、窓、プリズムなど)を視準
しないでください。

レーザーのクラス、続き

ラベル表示

Maximum radiant power  : 0.95mW
Emitted wavelength : 620-690nm
Standard applied    : EN60825-1:1994

IEC60825-1 : 1993

レーザー光
照射位置

PD-Z47

電磁障害の許容性

｢電磁障害の許容性｣という語
は、電磁気が放出、および静電
気が放出している環境で、
DISTOが支障なく機能し、また
ほかの器械を妨害しない能力を
意味します｡

警告:
電磁気の放出が、他の機

器を妨害する可能性がありま
す。
DISTOは、厳しい規定と規格に
適合していますが、ライカジオ
システムズ(株)は他の機器を妨
害する可能性を完全には否定で
きません｡

注意:

DISTOが他社製の機器と
併せて使用される場合には干渉
が生じる可能性があります(例
えばフィールドコンピュータ、
PC、ケーブル類など)。

クラス2/IIのレーザー製品:
レーザー光を凝視したり、故意
に他人に向けないでください。
このクラスのレーザー光が人の
目に入った場合は、人は自然に
まばたきして目を保護します。

警告:
双眼鏡、望遠鏡などを用

いてレーザーを直視すると危険
です。
予防措置:
双眼鏡、望遠鏡などを用いて
レーザーを直視しないで下さ
い｡

注意:
レーザー光線を見つめる

と目を傷める恐れがあります。
予防措置:
レーザー光線を見つめないでく
ださい。必ずレーザー光線が目
の位置より上または下を照射す
るようにしてください(特に固
定された装置や機械類など)。

ビームの発散: 0.16x0.6 mrad

衝撃持続時間: 15 x 10-9 s

平均放射電力: 0.95 mW

パルスあたりの
平均放射電力: 8 mW

測定値の不確実性: ±5%
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この器械は、周波エネルギーを
発生し、使用し、および放射し
ます。規則に則った設置や使用
では、無線通信の障害の原因に
はなりません。

特殊な状況での設置で、障害を
起こさないという保証は出来ま
せん。

この器械の電源のオン/ オフ
で、ラジオやテレビの受信に、
妨害が起こった場合は、次の方
法の一つ、またはいくつかを実
行して、妨害を避けてくださ
い。
• 受信アンテナの方向、または
場所を変える。

• 器械と受信機の間隔を開け
る。

• 受信機を接続している回路と
は別のコンセントに器械を接
続する。

• ラジオ/テレビの販売店や、
技術員に相談する。

警告:
ライカジオシステムズが

明確に承認していない変更また
は改造をユーザーが行なった場
合、当該ユーザーの本製品を操
作する権限は無効となります。

製品ラベル表示:

予防処置:
ライカが推奨する機器またはア
クセサリーのみを使用するよう
にしてください。推奨されてい
る機器は厳密な要件を満たして
おり、DISTOと併せて使用する
場合の条件を満たしています。
EMCに関してコンピュータ製造
元の使用に注意してください。

注意:
電磁気の放出により障害

で、測定値が許容誤差の制限を
越えてしまうことがあります。
DISTOは、この点で厳しい規定
と規格に適合していますが、
DISTOが無線送信機、携帯ラジ
オ、ディーゼル発電機などから
の非常に強い電磁波によって妨
害をうける可能性を完全には否
定できません。このような状況
下では、得られた結果の精度を
確認してください。

電磁障害の許容性、続き

警告:
ケーブル(外部電源ケーブ

ル、インターフェースケーブル
など)が片側のみ接続されてい
る状態でDISTOを操作すると電
磁放出が過度となり、他の器械
に干渉を生じる恐れがありま
す。

予防処置:
DISTOを操作する際、ケーブル
は必ず両側が接続している状態
にして下さい(器械とコンピュー
タなど)。

FCC 規定(アメリカ合衆
国で適用)

警告:
FCC規定の第15条に則っ

てテストした結果、この器械
は、クラスBのデジタル装置の
制限内であることが確認されま
した。ということは、住居内に
設置して、通常の状態で使用す
る場合の他の機器を妨害するレ
ベルと他の機器から妨害を受け
ないレベルが、問題ないレベル
であることを表しています。

この装置は、FCC規定第15条に
適合しています。次の2つの条
件のもとに、操作してくださ
い。(1) この装置が、妨害を起
こさない。および (2) 不当な
操作の原因となる妨害を含
む、受信障害を容認する。

PD-Z65
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手入れと保管

手入れ

清掃と乾燥

• レンズの埃は息で吹き飛ばし
てください｡

• ガラスの部分に、決して指で
触れないでください。

• 拭くときは、清潔で柔らか
い、綿毛のない布を使いま
す。必要によっては、純粋ア
ルコールで少し湿らせた布を
使っても構いません。

水と濡れた布、またはスポンジ
を使って、できるだけ早くセメ
ント、石膏などを拭き取りま
す。めがね、カメラ、あるいは
双眼鏡と同様の手入れ方法で光
学面を掃除します｡

保管

温度制限に注意してくだ
さい。夏期に車内に器械
を置く際は、特に注意し
てください。
(-40°Cから +70°C )

器械やアクセサリーが濡
れてしまった場合は40°C
以下で乾燥させ、清掃し
ます。機器を再び梱包す
るのは完全に乾いてから
でなければなりません。

長期間保管したとき、ま
たは長期間輸送した後
は、器械を使用する前に
テスト測定を行ってくだ
さい。

屋内と屋外の温度が非常に大き
い場合、器械が環境に適合する
まで待って使用します｡

DISTO を温度を調整した部屋か
ら出して、暖かい湿った空気に
ふれさせると、器械の光学部分
が曇ってしまいます。これを防
ぐためには、器械を布で覆い、
カメラやビデオと同様に、外の
環境にゆっくりと適合させま
す。

輸送

ライカジオシステムズのホルス
ターケースは、DISTOを機械的
衝撃から十分に保護しますが、
水またはほこりについては保護
していません。

IDISTOは、必ずライカジオシス
テムズのホルスターケース、ま
たはこれらと同等の保護ケー
ス、またはパッケージに入れて
運ぶようお勧めします｡

以下に示すようにエンドカバー
をホルスターに収めてくださ
い｡

飛行機に乗せる前に、DISTOが
手荷物として許可されるかお尋
ねください｡

保管

器械を発送する場合に
は、ライカジオシステム
ズが提供するオリジナル
の梱包(ホルスターと輸
送用ボックス)を必ず使
用して下さい。
電池は外してください
( 電池無しで輸送しま
す)。

制限温度を越えないように注意
してください。

P
D

-Z
7

7
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テクニカルデータ

DISTO pro4 DISTO pro4 a

測定精度 標準:  ± 3mm / 最大.: ± 5mm* 標準:  ± 1.5mm / 最大.: ± 2mm*

最小値表示単位 1mm 1mm

測定範囲 0.3m から100m以上** 0.3m から100m以上**

測定時間 /距離測定  0.5秒から約4秒  0.5秒から約4秒

測定時間 /連続測定（トラッキング） 0.16秒から約1秒 0.16秒から約1秒

電池 単4形x 4本で3000回以上の測定 単4形x 4本で3000回以上の測定

レーザー 可視 ; 635nm 可視 ; 635nm

レーザードットの径 (距離)  6 / 30 / 60 mm (10 / 50 / 100 m)  6 / 30 / 60 mm (10 / 50 / 100 m)

屋外での測定  (ファインダーの使用) ● ●

距離測定 ● ●

タイマー機能 ● ●

トラッキング(連続測定) ● ●

最小/最大距離トラッキング ● ●

関数計算機能（ピタゴラス、面積、角度など） 14 14

計算機能 ● ●

データメモリ 800測定値 800測定値

定数の保存 9定数 9定数

測定値自動記憶 最後から15件分 最後から15件分

画像ディスプレイ、4行、LED ● ●

英数字キーパッド ● ●

データインターフェース ● ●

多機能 (回転ベース型) エンドカバー ● ●

測定基準バー付エンドカバー ● ●

アダプター用エンドカバー ● ●

防滴、防塵 IP54防滴、防塵 IEC60529: 準拠 IP54防滴、防塵 IEC60529: 準拠

寸法、重量 188 x 70 x 47mm, 440g 188 x 70 x 47mm, 440g

温度範囲　 保存時 -40°C から +70°C -40°C から +70°C

使用時 -10°C から +50°C -10°C から +50°C
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x

i
 ... 一連の測定の個々の値

… 一連の測定の平均値

｢Excel｣プログラムを使っての計
算:
｢Insert｣メニューで｢Function｣メ
ニューを呼び出します｡
｢category｣、｢Function Assistant｣、
｢Statistics and Function｣および
｢STABW｣を選択します。

｢Excel｣のバージョンと言
語によって、メニュー名
は、異なります。

測定精度についての備考

どちらのレファレンス
(*,**)も前ページのテクニ
カルデータに関連してい
ます。

* 測定精度は、国際標準化機構
の推奨項目ISO/R 1938-1971に
対応しており、統計学的に95%
の信頼性があります(i.e.標準偏
差の±2倍の精度)。通常の測定
精度は特定した範囲内での測定
における平均的な測定環境に基
づくものです。

測定精度は以下の場合には無効
です：
•基本機能(墨出しを除く)、
計算機能

•連続測定(トラッキング)

最大の測定エラーは以下のよう
な好ましくない状況に関連して
います:

• 強く反射する表面(反射テー
プなど)

• 許容温度範囲の限度に近い状
況、周囲温度への順応が妨げ
られる状況で操作する(54ペー
ジ)

• 非常に明るい周囲状況、強い
熱を持つ光がある状況では
± 5 mmの偏差(標準偏差の2倍)

** 反射光の状態によって異なり
ます。長い距離では± 3 0 p p m
(±3mm/100mにて)。
レーザー光に比べて周囲が暗い
とき(夕方、室内など)は距離が
伸びます。
40m∼50mでは、ライカ製ター
ゲットプレートの茶色い面の使
用をお推めします。(24ページ)

その他の標準偏差計算方法

統計計算機能を備えたコン
ピュータ、または｢Excel｣プログ
ラムを使用すると、10 個の測定
値から直接平均値  と 標準偏
差(s)を計 算できます。

標準偏差(s)の公式: ISO9000シリーズの承認を受け
たユーザーのためのDISTOの精
度試験:

測量機器に対するISO9000の要
件に適合するように、DISTOの
精度試験をユーザーが独自に行
うことができます｡

�開いた窓または部屋の幅など、
固定的で、変化せず、アクセス
しやすい場所で約1m∼10mの距
離を確保します。その距離を
10回測定します。

この距離の等級は、国の認証す
る校正機関(国の規定に基づく)
が監督する測定方法により指定
されています。

測定値が公称距離からどれだけ
偏差があるかを調べ、標準偏差
を計算します｡

�標準偏差を記録し、次の試験の
日付を設定します。

精度試験
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こうした試験を頻繁にまた定期
的な間隔で繰り返し行います。
また重要な測定作業の前後にも
行うようにします。

測定機器の精度試験についての
ラベルをDISTOに貼り、試験手
順の詳細を記録しておきます。

�標準偏差が典型的な特定値より
小さいまたは同等の場合に、あ
なたのDISTOは特定の精度に見
合っていることになります｡

�測定精度が試験距離で試験され
たことがある場合、そのDISTO
は、マニュアルで指定されてい
る距離と温度範囲で、特定され
ている許容範囲内で作動しま
す。

�テクニカルデータおよびマニュ
アルの測定精度の説明をお読み
下さい。

メッセージコード

短く押すとメッセージを
確認し、基本設定画面に
戻ります。

メッセージとともにこの
記号が表示された場合
は、DISTOを何回か使用
した後でもサービスス
テーションに連絡し、表
示されているメッセージ
番号をお知らせくださ
い。

メッセージ
コード 原因 処置

E702-E706 計算のエラー 手順を繰り返す｡

E252 温度が50°C以上(測定時) 器械の温度を下げる。

E253 温度が0°C以下(測定時) 器械の温度を上げる。

E255 受信信号が弱すぎる。 ターゲットプレートを使う。

測定時間が長すぎる。距離  < 250 mm 測定時間> 10 秒

E256 受信信号が強すぎる。 ターゲットプレート(正しい面)を使う。

E257 不正な測定(周囲の光が強すぎる) ターゲットプレートを使う。

E504 データメモリに含まれていません。 使用可能なデータがありません。

E505 データメモリがいっぱいです。 メモリ位置を消去してください。

E… その他のエラーメッセージ サービスセンターへご連絡下さい。
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スイス、ヘルブルグ(Heerbrugg)の
ライカジオシステムズ社(Leica
Geosystems AG)は、ISO (International
Organization for Standardization: 国際
標準化機構)の品質管理および品
質保証のための規格(ISO 9001)、お
よび環境管理のための規格(ISO
14001)に適合しているとの認証を
受けています｡

総合品質管理:
それが、すべてのお客様に満足
していただくための我々の公約
です。

お問い合わせは、お近くのライ
カジオシステムズ代理店までお
願いします。

TQMショートカットのインデックス

1 測定設定
1.1 測定基準位置

1.1.1 前方
1.1.2 三脚用ネジ位置
1.1.3 後方

1.2 オフセット
1.2.1 加算
1.2.2 減算
1.2.3 オフ

1.3 タイマー
1.3.1 一回の測定のみ
1.3.2 連続
1.3.3 オフ

1.4 レーザー
1.4.1 通常モード
1.4.2 連続

1.5 トラッキング
1.5.1 オン
1.5.2 オフ

1.6 送信
1.6.1 オン
1.6.2 結果のみ
1.6.3 オフ

2 エンドカバー
2.1 エンドカバーなし
2.2 アダプター用エンドカバー

2.2.1 追加アダプターなし
2.2.2 アクセサリー723775
2.2.3 アクセサリー723776
2.2.4 ピボットギャップ
2.2.5 個別の拡張

4.3.1 定数
4.3.2 変数

4.4 ピタゴラス
4.5 高さ
4.6 精度補正
4.7 平均

5  関数計算
5.1 三角形 SSS

5.2 三角形 SH

5.3 四辺形 HHS

5.4 四辺形 HSD

5.5 切妻面積
5.6 円
5.7 空間

6 メモリ
6.1 メモリキー 1-9

6.2 リコールキー 1-9

6.3 記録
6.4 データ

6.4.1 テキスト
6.4.2 保存
6.4.3 変更
6.4.4 消去
6.4.5 送信

6.4.5.1 全て
6.4.5.2 位置

7 計算機
7.1 除算
7.2 x2

7.3 平方根

2.2 識別
2.3.1 オン
2.3.2 オフ

(2.4 多機能(回転型ベース)エ
ンドカバ－)

(2.5 測定基準バー付エンド
カバー)

3 基本設定
3.1 単位

3.1.1 0.000 m
3.1.2 0.00 m
3.1.3 0.00 フィート
3.1.4 0'00"/32
3.1.5 0.0 in
3.1.6 0"/32

3.2 言語
3.2.1 ドイツ語
3.2.2 英語
3.2.3 フランス語

3.3 ブザー
3.3.1 測定
3.3.2 キー
3.3.3 オフ

3.4 リセット
3.5 照明

3.5.1 オン
3.5.2 オフ

3.6 スイッチオフ
4 基本機能

4.1 最大トラッキング
4.2 最小トラッキング
4.3 墨出し
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